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副
会
頭

友

部

英

一
日立鉄工㈿   　　代表理事
桜川町2-25-3       ℡33-0208

副
会
頭

岩

田

秀

邦
㈲運平堂本店　代表取締役会長
大みか町1-6-7　　℡52-3257

泉ヶ森
常陸国風土記にも記されており、その頃
からずっと綺麗な湧き水が出ている。

会

　頭

秋

山

光

伯
㈱秋山工務店　代表取締役社長
大沼町1-7-1        ℡34-2233

パワースポット、御岩神社（山頂から北側の眺
望が素晴らしい。）奥日立きららの里を遠くに望み、
さえぎるものが無い山波が続き絶景でした。

副
会
頭

森
嶋
鎮
一
郎
森島酒造㈱　　　　代表取締役
川尻町1-17-7       ℡43-5334

きららの里

監

　事

佐

藤

友

亮
㈲東港堂　　　　　代表取締役
幸町2-8-15         ℡24-1510

神峰公園
頂上から太平洋と市内が一望に見
え幾度に心が癒されます。

（五十音順）

副
会
頭

百
目
鬼
孝
一
助川電気工業㈱　  取締役会長
滑川本町3-19-5     ℡23-6411

監

　事

小 

野 

武 

雄
㈲天力　      　　代表取締役
千石町2-10-7       ℡36-3375

多賀市民プラザ
私の憩いの場

監

　事

泉

　
　
　有
泉有税理士事務所　      　所長
久慈町6-14-6       ℡54-0383

凡　例
商
工
会
議
所
役
職
名

氏

　
　名

事業所名　　役 職 名
所 在 地　　電話番号

今年は役員・議員の皆さんに日立
市内の好きな場所を聞きました

泉ヶ森の湧水
水底に青白い砂が舞う清冽な浄水
に心が洗われます。

いずみ

平和通りの桜並木
交通の便が良い事から、観桜者全
員がお酒を友に花見が出来る。

理

　事

川

﨑

　優
日立商工会議所　　　　　理事
幸町1-21-2           ℡22-0128

山側道路
眺めが素晴らしい！我が家では「日
立スカイライン」と命名しました。

専
務
理
事

田

山

　忍
日立商工会議所　     専務理事
幸町1-21-2      ℡22-0128

紙上名刺交換紙上名刺交換



商業部会商業部会部
会
長
　常
議
員

佐
藤
洋
一
郎
㈱みどり園　　　　代表取締役
宮田町2-6-10       ℡22-2390

市内にたくさんある老舗食堂
老舗食堂を古典食堂と命名し食べ歩い
てます。日立は古典食堂の宝庫。

多賀の街海上から見える景色

議

　員

大

森

孝

之
㈱花金　　　　　　代表取締役
多賀町1-15-3　　　℡33-0882

議

　員

渡

邉

朝

光
つるや米穀店　　　　　　代表
久慈町3-20-9　　　℡52-3256

議

　員

長 

山 

洋 

樹
㈱三和商事　　　　代表取締役
千石町2-17-18      ℡35-1163

議

　員

茅

根

弘

匡
仲之蔵商事㈱　　　代表取締役
田尻町2-22-8　　　℡42-4151

小木津山自然公園

山側道路
渋滞がほとんどなく、移動がス
ムーズ。また見晴らしも良い。

議

　員

須

田

真

紳
㈱須田酒店　　　　代表取締役
鮎川町4-3-15　　 ℡37-4111

議

　員

赤

津

康

晴
㈱あかつ水産    　代表取締役
水木町2-8-40       ℡34-2628

水木海水浴場
何もない時代だったので、子供の頃友人達と日が暮れるまで
夏は海水浴をしたり、釣りなどをして楽しんだ思い出の場所。

議

　員

砂

川

　宏
砂川産業㈱　　代表取締役会長
千石町2-5-7　　　℡33-3411

副
部
会
長
　常
議
員

森

山

　滋
㈲森山商店　　  　代表取締役
神峰町1-8-11        ℡21-5385

日立ゴルフクラブ９番ホールティグラウンド
日立市街が一望でき、眼下に広が
る太平洋、水平線は絶景です。

議

　員

議

　員

長
谷
川
勝
一
ドーナツの店 はせ川　 　代表
幸町1-15-3　　　　℡24-4424

議

　員

成
田
壯
太
郎
㈱成田メガネ店　代表取締役社長
助川町1-7-13　　　℡21-4717

凡　例
商
工
会
議
所
役
職
名

氏

　
　名

事業所名　　役 職 名
所 在 地　　電話番号

日立市内の好きな場所

議

　員

鈴

木

俊

洋
ワインショップスズキ  　代表
弁天町1-4-9        ℡21-3311

議

　員

百
目
鬼
孝
夫
㈱助川カメラ　　　代表取締役
弁天町1-10-16　　℡22-6331

副
部
会
長
　常
議
員

武

田

太

志
㈱菓匠たけだ　　  代表取締役
田尻町5-14-3         ℡43-3524

神峰公園展望塔からの日立全景
日立らしい平地に連なる工場群と町
並み、そして海が一望できるから。

常
議
員

前

島

　康
㈲カメブ呉服店　　専務取締役
千石町1-4-22　　　℡33-0873

泉ヶ森
子供のころ自転車で行った思い出があり、
今でも変わらないので日立の宝だと思う。

会瀬港近辺
生まれ育った処にて風光明媚。

渡
邉
け
い
子
日立礦油㈱　　　　代表取締役
会瀬町1-15-40　　℡21-3111

亡き母との思い出（かみね公園桜の海原）
観覧車に乗りますと手の届きそうな所に伸びた濃い茶色の枝、淡いピンクに彩ら
れた桜のコントラストとても美しいです。年に一度母と楽しみにしていた所です。
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第1601号　（毎月20日発行） 平成28年1月20日　⑫⑬　第1601号　（毎月20日発行） 平成28年1月20日

副
部
会
長
　常
議
員

梶

　修

明

喪
中
欠
礼

プ
レ
ビ
㈱

　
　代
表
取
締
役
社
長

副
部
会
長
　常
議
員

小

島

憲

治
㈱日立ゲージ工業所　代表取締役
田尻町1-29-5      　℡42-3196

海岸線（特に田尻から小貝ケ浜）
少年時代の水泳・釣り等の思い出
があるため。

部
会
長
　常
議
員

宮

本

洋

治
久慈鉄工㈿　　　　　代表理事
石名坂町2-43-1    ℡53-1800

風神山展望台
たまに散歩で立ち寄るが、眺めは
最高!!

副
部
会
長
　常
議
員

小
野

　久
雅
㈱日立工業所　　　代表取締役
東滑川町2-10-6　　℡22-2282

副
部
会
長
　常
議
員

水

出

浩

司
㈱日立製作所電力システム社日立事業所 総務部庶務課長 
幸町3-1-1　　　　℡55-0011

小平会館前庭から見渡す日立市の町並み
当社が日立市とともに発展してき
た歴史を肌で感じられるため。

海岸線

微かな木洩れ日に浮かぶ御岩
神社の拝殿・楼門
不作法ながら運動がてらに。

市民運動公園（池の川）→会瀬海岸
私の好きなウォーキングコース。
海を見てスッキリ。

副
部
会
長
　議
員

清

水

朋

彦
丸善電機工業㈱   　代表取締役
諏訪町1-9-12        ℡33-0517

副
部
会
長
　常
議
員

武

士

洋

一
㈱旭製作所　　　　代表取締役
東滑川町5-5-40     ℡43-3451

関

口

壽

雄
日立セメント㈱　取締役常務執行役員工場長
平和町2-1-1  　　　℡22-2111

鵜の岬
ウォーキング　風呂に入りて
ビール飲む

常
議
員

議

　員

田
代
俊
太
郎
JX金属㈱日立事業所  総務課長
白銀町1-1-2           ℡23-7112

神峰山頂付近からの眺め
大海原、街並み、工場群、大煙突
そして大島桜が一望にできます。

副
部
会
長
　議
員

吉

野

邦

彦
吉野電業㈱　　  　代表取締役
滑川町1-5-13       ℡22-0825

かみね動物園
太平洋が一望できる、町中にある癒し
の場。年間パスポートはお得です。

常
議
員

常
議
員

小

野 
 

武
㈱小野金属工業所　代表取締役
東金沢町2-7-20 　  ℡33-3364

常
議
員

磯

　公

郎
茨城電機工業㈱　代表取締役社長
東大沼町1-14-33 　℡36-1818

川

又

幸

夫
常陽電機工業㈱　代表取締役会長
諏訪町1-11-20　　℡34-5234

議

　員

大
久
保
吉
生
日立鉄工会　　　　　　会長
国分町3-2-23　　　℡33-0611

議

　員

高

崎

　進
東京ガス㈱日立支社　支社長
幸町1-22-2        ℡22-4181

ＪＲ日立駅・橋上駅舎（海岸口・展望エリア）
太平洋の眺望（穏やかさ、荒々し
さ）で心が豊かになる。

議

　員

内

田

武

士
㈱コーヨー　　代表取締役社長
東金沢町1-9-7  　  ℡36-1811

議

　員

井

上

敬

一
マルイアドバンス㈱　代表取締役
森山町5-8-18         ℡52-2074

議

　員

木

曽

裕

次
㈱ハイペック　　　代表取締役
滑川町1-13-5       ℡22-0576

議

　員

議

　員

豊

田

孝

一
日立南工業団地㈿　　代表理事
留町1270-41         ℡53-1792

高

橋

一

雄
㈱ティー・エム・ピー　代表取締役
大和田町645   　　    ℡52-6981

高鈴山
太平洋を望む展望がすばらしい。

（五十音順）



商業部会商業部会部
会
長
　常
議
員

佐
藤
洋
一
郎
㈱みどり園　　　　代表取締役
宮田町2-6-10       ℡22-2390

市内にたくさんある老舗食堂
老舗食堂を古典食堂と命名し食べ歩い
てます。日立は古典食堂の宝庫。

多賀の街海上から見える景色

議

　員

大

森

孝

之
㈱花金　　　　　　代表取締役
多賀町1-15-3　　　℡33-0882

議

　員

渡

邉

朝

光
つるや米穀店　　　　　　代表
久慈町3-20-9　　　℡52-3256

議

　員

長 

山 

洋 

樹
㈱三和商事　　　　代表取締役
千石町2-17-18      ℡35-1163

議

　員

茅

根

弘

匡
仲之蔵商事㈱　　　代表取締役
田尻町2-22-8　　　℡42-4151

小木津山自然公園

山側道路
渋滞がほとんどなく、移動がス
ムーズ。また見晴らしも良い。

議

　員

須

田

真

紳
㈱須田酒店　　　　代表取締役
鮎川町4-3-15　　 ℡37-4111

議

　員

赤

津

康

晴
㈱あかつ水産    　代表取締役
水木町2-8-40       ℡34-2628

水木海水浴場
何もない時代だったので、子供の頃友人達と日が暮れるまで
夏は海水浴をしたり、釣りなどをして楽しんだ思い出の場所。

議

　員

砂

川

　宏
砂川産業㈱　　代表取締役会長
千石町2-5-7　　　℡33-3411

副
部
会
長
　常
議
員

森

山

　滋
㈲森山商店　　  　代表取締役
神峰町1-8-11        ℡21-5385

日立ゴルフクラブ９番ホールティグラウンド
日立市街が一望でき、眼下に広が
る太平洋、水平線は絶景です。

議

　員

議

　員

長
谷
川
勝
一
ドーナツの店 はせ川　 　代表
幸町1-15-3　　　　℡24-4424

議

　員

成
田
壯
太
郎
㈱成田メガネ店　代表取締役社長
助川町1-7-13　　　℡21-4717

凡　例
商
工
会
議
所
役
職
名

氏

　
　名

事業所名　　役 職 名
所 在 地　　電話番号

日立市内の好きな場所

議

　員

鈴

木

俊

洋
ワインショップスズキ  　代表
弁天町1-4-9        ℡21-3311

議

　員

百
目
鬼
孝
夫
㈱助川カメラ　　　代表取締役
弁天町1-10-16　　℡22-6331

副
部
会
長
　常
議
員

武

田

太

志
㈱菓匠たけだ　　  代表取締役
田尻町5-14-3         ℡43-3524

神峰公園展望塔からの日立全景
日立らしい平地に連なる工場群と町
並み、そして海が一望できるから。

常
議
員

前

島

　康
㈲カメブ呉服店　　専務取締役
千石町1-4-22　　　℡33-0873

泉ヶ森
子供のころ自転車で行った思い出があり、
今でも変わらないので日立の宝だと思う。

会瀬港近辺
生まれ育った処にて風光明媚。

渡
邉
け
い
子
日立礦油㈱　　　　代表取締役
会瀬町1-15-40　　℡21-3111

亡き母との思い出（かみね公園桜の海原）
観覧車に乗りますと手の届きそうな所に伸びた濃い茶色の枝、淡いピンクに彩ら
れた桜のコントラストとても美しいです。年に一度母と楽しみにしていた所です。
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副
部
会
長
　常
議
員

梶

　修

明

喪
中
欠
礼

プ
レ
ビ
㈱

　
　代
表
取
締
役
社
長

副
部
会
長
　常
議
員

小

島

憲

治
㈱日立ゲージ工業所　代表取締役
田尻町1-29-5      　℡42-3196

海岸線（特に田尻から小貝ケ浜）
少年時代の水泳・釣り等の思い出
があるため。

部
会
長
　常
議
員

宮

本

洋

治
久慈鉄工㈿　　　　　代表理事
石名坂町2-43-1    ℡53-1800

風神山展望台
たまに散歩で立ち寄るが、眺めは
最高!!

副
部
会
長
　常
議
員

小
野

　久
雅
㈱日立工業所　　　代表取締役
東滑川町2-10-6　　℡22-2282

副
部
会
長
　常
議
員

水

出

浩

司
㈱日立製作所電力システム社日立事業所 総務部庶務課長 
幸町3-1-1　　　　℡55-0011

小平会館前庭から見渡す日立市の町並み
当社が日立市とともに発展してき
た歴史を肌で感じられるため。

海岸線

微かな木洩れ日に浮かぶ御岩
神社の拝殿・楼門
不作法ながら運動がてらに。

市民運動公園（池の川）→会瀬海岸
私の好きなウォーキングコース。
海を見てスッキリ。

副
部
会
長
　議
員

清

水

朋

彦
丸善電機工業㈱   　代表取締役
諏訪町1-9-12        ℡33-0517

副
部
会
長
　常
議
員

武

士

洋

一
㈱旭製作所　　　　代表取締役
東滑川町5-5-40     ℡43-3451

関

口

壽

雄
日立セメント㈱　取締役常務執行役員工場長
平和町2-1-1  　　　℡22-2111

鵜の岬
ウォーキング　風呂に入りて
ビール飲む

常
議
員

議

　員

田
代
俊
太
郎
JX金属㈱日立事業所  総務課長
白銀町1-1-2           ℡23-7112

神峰山頂付近からの眺め
大海原、街並み、工場群、大煙突
そして大島桜が一望にできます。

副
部
会
長
　議
員

吉

野

邦

彦
吉野電業㈱　　  　代表取締役
滑川町1-5-13       ℡22-0825

かみね動物園
太平洋が一望できる、町中にある癒し
の場。年間パスポートはお得です。

常
議
員

常
議
員

小

野 
 

武
㈱小野金属工業所　代表取締役
東金沢町2-7-20 　  ℡33-3364

常
議
員

磯

　公

郎
茨城電機工業㈱　代表取締役社長
東大沼町1-14-33 　℡36-1818

川

又

幸

夫
常陽電機工業㈱　代表取締役会長
諏訪町1-11-20　　℡34-5234

議

　員

大
久
保
吉
生
日立鉄工会　　　　　　会長
国分町3-2-23　　　℡33-0611

議

　員

高

崎

　進
東京ガス㈱日立支社　支社長
幸町1-22-2        ℡22-4181

ＪＲ日立駅・橋上駅舎（海岸口・展望エリア）
太平洋の眺望（穏やかさ、荒々し
さ）で心が豊かになる。

議

　員

内

田

武

士
㈱コーヨー　　代表取締役社長
東金沢町1-9-7  　  ℡36-1811

議

　員

井

上

敬

一
マルイアドバンス㈱　代表取締役
森山町5-8-18         ℡52-2074

議

　員

木

曽

裕

次
㈱ハイペック　　　代表取締役
滑川町1-13-5       ℡22-0576

議

　員

議

　員

豊

田

孝

一
日立南工業団地㈿　　代表理事
留町1270-41         ℡53-1792

高

橋

一

雄
㈱ティー・エム・ピー　代表取締役
大和田町645   　　    ℡52-6981

高鈴山
太平洋を望む展望がすばらしい。

（五十音順）



建設業部会建設業部会

議

　員

星

　勝

治
スターエンジニアリング㈱　代表取締役会長
大沼町1-28-10　　 ℡38-1212

議

　員

根

本

　甲
㈱亀屋工業所　　　代表取締役
神峰町4-11-12      ℡21-4146

議

　員

山

本

　仁
山本理化工業㈱　代表取締役社長
諏訪町4-17-1           ℡33-0627

副
部
会
長
　常
議
員

五
十
嵐

　宏
㈱タケムラ　　  　取締役会長
留町前川1270-16   ℡53-1711

副
部
会
長
　常
議
員

岡 

部 

髙 

二
㈱岡部工務店 取締役営業第一部 部長
多賀町2-10-7　　 ℡36-1683

田尻浜海岸
近所なので子供とよく遊んだ場所。息子・娘
が独立した今は休日のウォーキングコース。

鵜の岬
日本一の稼働率で国内唯一鵜を捕獲で
きる場所。日立市民として誇らしい。

部
会
長
　常
議
員

松

山

恒

男
多賀土木㈱　　代表取締役会長
東多賀町2-2-3       ℡36-0111

副
部
会
長
　常
議
員

三

澤

俊

介
藤和建設㈱　　　　代表取締役
鹿島町3-5-2        ℡21-0067

副
部
会
長
　常
議
員

鈴

木

一

良
鈴縫工業㈱　　代表取締役社長
城南町1-11-31       ℡22-5311

助川山
近場にあり、眺望のすばらしいと
ころ。

神峰の山並み
（神峰山、お岩山、高鈴山他）
気軽に登れるから。

副
部
会
長
　常
議
員

沢

畑

正

剛
日立土木㈱　　代表取締役社長
幸町2-18-5     　   ℡22-2121

副
部
会
長
　常
議
員

河

西

隆

史
㈱日立ライフ　　　　総務部長
幸町1-20-2　　　　℡25-1269

㈱日立ライフ本社５F
遮るものがない、ここからの太平
洋の眺望。

かみね動物園
新しい施育舎が多数あり、可愛らしい小
動物にふれ合える素晴らしい動物園。

議

　員

五
十
嵐
達
男
イガラシ綜業㈱　　取締役会長
幸町2-9-2          ℡21-0830

副
部
会
長
　常
議
員

白
土
仙
一
郎
㈱白土工務店　　　代表取締役
多賀町5-8-13     　 ℡33-1014

議

　員

㈱岩崎左工　　　　代表取締役
東金沢町2-4-13     ℡33-1204

岩

　一

茂

金融財務業部会金融財務業部会

観光環衛業部会観光環衛業部会
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議

　員

梅原材木店　　　　　　　代表
東多賀町2-12-6     ℡33-0034

河原子海岸の烏帽子岩　藤田東湖等の碑があり、子供の頃
友人達と良く遊んだ場所で、太平洋や日立市を展望出来る
（現在は崩落の危険があり立ち入り禁止になっている。）

梅

原

郁

夫

議

　員

岡

　

　瑛
㈱日立アルミ　　　代表取締役
国分町3-10-12      ℡35-8223

鮎川河口の鮭の遡上
環境を良くし若い人たちがふるさと
回帰してくださることを願いたい。

議

　員

熊

田

昭

二
熊田建設㈱　　  　代表取締役
諏訪町1-12-26   　 ℡33-0360

議

　員

千

葉

幸

廣
㈱高橋宗四郎商店　代表取締役社長
助川町2-4-15       ℡22-0641

鵜の岬突端
地球の円さがわかる絶景

日立駅

議

　員

高
野
橋
登
夫
㈱高石工務店  　　代表取締役
宮田町4-7-5        ℡24-7585

神峰公園
1年を通じて散歩を楽しんでいます。

議

　員

瀧

田

靖

章
大洋商事㈱　  代表取締役社長
桜川町4-3-8        ℡34-0660

ジョイフル山新多賀店屋上駐車場
空・海・山を一望、雲の流れ、夕景、モー
ニンググローリーもどきを見たことも!!

議

　員

田

部

　充
㈱ミナカワ　　　代表取締役
平和町1-10-14      ℡21-4401

海上から見た真冬の日立市街
趣味の沖釣りで朝早く出港し、朝日を浴び
て山裾に輝く街並みの光景がお気に入り。

神峰公園頂上
犬の散歩コース

議

　員

高

星

雪

恵
㈱日晃工務店　  　　取締役
神峰町4-20-10   　 ℡21-1322

議

　員

森

　秀

明
㈱山森　　　   　代表取締役
末広町2-1-30      ℡36-1521

ハイキングコース（風神山～神峰）
手軽に自然を楽しめる。

議

　員

村

上

隆

雄
村上建設㈱ 　　 　代表取締役
平和町1-6-7        ℡22-7151

議

　員

益

子

　進
益三建設㈱ 　取締役会長
滑川本町4-25-16   ℡23-2200

副
部
会
長
　議
員

副
部
会
長
　議
員

臼

木

民

二
臼木証券㈱　　代表取締役社長
鹿島町1-5-10        ℡22-2101

副
部
会
長
　議
員

小
田
桐   

靖

部
会
長
　常
議
員

佐

藤

泰

博

㈱東邦銀行日立支店　　支店長
鹿島町2-15-5        ℡22-6246

神峰公園
神峰公園から見る太平洋の広さと美し
さ。

副
部
会
長
　常
議
員

佐

藤

琢

夫
㈱筑波銀行日立支店 　支店長
鹿島町1-4-11      ℡22-2171

日立駅
晴天時、雄大な太平洋を眺めるの
は最高です。

部
会
長
　常
議
員

下
山
田
和
司
㈱常陽銀行日立支店　執行役員支店長
助川町1-9-1　　　 ℡22-3135

かみね動物園
家族でゆっくり楽しめる。

副
部
会
長
　常
議
員

鈴

木

康

則
茨城県信用組合日立支店　支店長
若葉町1-18-18　　 ℡22-5171

日立さくらまつり。特に見事な桜並木と
日立風流物の山車。私は転勤族で日立支
店は通算9年目、昼も夜も日立最高です。

桐

原

健

悟
アクサ生命保険㈱水戸支社 日立営業所長
幸町1-21-2　　　　℡21-5387

かみね公園展望台
夜景も素敵な日立で今年も共済制度を頑張って
推進して参りますので宜しくお願い致します。

副
部
会
長
　議
員

海
老
沢
和
弘
水戸信用金庫日立支店　支店長
弁天町1-2-12       ℡21-6235

御岩神社
厳かな雰囲気の中でパワーを貰い、
運気が向上する気になります。

ブルーバード学園　   理事長
助川町1-8-15      ℡21-5022

（五十音順）

議

　員

小

林

邦

友

喪
中
欠
礼

ス
ペ
ン
サ
ー
工
業
㈱

　
　
　
　
　
　代
表
取
締
役

議

　員

関

　正

克

喪
中
欠
礼

㈱
関
プ
レ
ス

　
　
　
　
　
　代
表
取
締
役

副
部
会
長

　常
議
員

小

峰

保

信

喪
中
欠
礼

日
立
製
作
所
工
業
（
協
）

　
　
　
　
　
　代
表
理
事

常
議
員

鈴

木

修

二

喪
中
欠
礼

日
立
金
属
㈱
茨
城
工
場

　
　
　
　
　
　総
務
課
長

副
部
会
長
　議
員小

室

伸

一

喪
中
欠
礼

㈱
東
日
本
銀
行
日
立
支
店

　
　
　
　
　
　
　支
店
長
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議

　員

星

　勝

治
スターエンジニアリング㈱　代表取締役会長
大沼町1-28-10　　 ℡38-1212

議

　員

根

本

　甲
㈱亀屋工業所　　　代表取締役
神峰町4-11-12      ℡21-4146

議

　員

山

本

　仁
山本理化工業㈱　代表取締役社長
諏訪町4-17-1           ℡33-0627

副
部
会
長
　常
議
員

五
十
嵐

　宏
㈱タケムラ　　  　取締役会長
留町前川1270-16   ℡53-1711

副
部
会
長
　常
議
員

岡 

部 

髙 

二
㈱岡部工務店 取締役営業第一部 部長
多賀町2-10-7　　 ℡36-1683

田尻浜海岸
近所なので子供とよく遊んだ場所。息子・娘
が独立した今は休日のウォーキングコース。

鵜の岬
日本一の稼働率で国内唯一鵜を捕獲で
きる場所。日立市民として誇らしい。

部
会
長
　常
議
員

松

山

恒

男
多賀土木㈱　　代表取締役会長
東多賀町2-2-3       ℡36-0111

副
部
会
長
　常
議
員

三

澤

俊

介
藤和建設㈱　　　　代表取締役
鹿島町3-5-2        ℡21-0067

副
部
会
長
　常
議
員

鈴

木

一

良
鈴縫工業㈱　　代表取締役社長
城南町1-11-31       ℡22-5311

助川山
近場にあり、眺望のすばらしいと
ころ。

神峰の山並み
（神峰山、お岩山、高鈴山他）
気軽に登れるから。

副
部
会
長
　常
議
員

沢

畑

正

剛
日立土木㈱　　代表取締役社長
幸町2-18-5     　   ℡22-2121

副
部
会
長
　常
議
員

河

西

隆

史
㈱日立ライフ　　　　総務部長
幸町1-20-2　　　　℡25-1269

㈱日立ライフ本社５F
遮るものがない、ここからの太平
洋の眺望。

かみね動物園
新しい施育舎が多数あり、可愛らしい小
動物にふれ合える素晴らしい動物園。

議

　員

五
十
嵐
達
男
イガラシ綜業㈱　　取締役会長
幸町2-9-2          ℡21-0830

副
部
会
長
　常
議
員

白
土
仙
一
郎
㈱白土工務店　　　代表取締役
多賀町5-8-13     　 ℡33-1014

議

　員

㈱岩崎左工　　　　代表取締役
東金沢町2-4-13     ℡33-1204

岩

　一

茂

金融財務業部会金融財務業部会

観光環衛業部会観光環衛業部会
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議

　員

梅原材木店　　　　　　　代表
東多賀町2-12-6     ℡33-0034

河原子海岸の烏帽子岩　藤田東湖等の碑があり、子供の頃
友人達と良く遊んだ場所で、太平洋や日立市を展望出来る
（現在は崩落の危険があり立ち入り禁止になっている。）

梅

原

郁

夫

議

　員

岡

　

　瑛
㈱日立アルミ　　　代表取締役
国分町3-10-12      ℡35-8223

鮎川河口の鮭の遡上
環境を良くし若い人たちがふるさと
回帰してくださることを願いたい。

議

　員

熊

田

昭

二
熊田建設㈱　　  　代表取締役
諏訪町1-12-26   　 ℡33-0360

議

　員

千

葉

幸

廣
㈱高橋宗四郎商店　代表取締役社長
助川町2-4-15       ℡22-0641

鵜の岬突端
地球の円さがわかる絶景

日立駅

議

　員

高
野
橋
登
夫
㈱高石工務店  　　代表取締役
宮田町4-7-5        ℡24-7585

神峰公園
1年を通じて散歩を楽しんでいます。

議

　員

瀧

田

靖

章
大洋商事㈱　  代表取締役社長
桜川町4-3-8        ℡34-0660

ジョイフル山新多賀店屋上駐車場
空・海・山を一望、雲の流れ、夕景、モー
ニンググローリーもどきを見たことも!!

議

　員

田

部

　充
㈱ミナカワ　　　代表取締役
平和町1-10-14      ℡21-4401

海上から見た真冬の日立市街
趣味の沖釣りで朝早く出港し、朝日を浴び
て山裾に輝く街並みの光景がお気に入り。

神峰公園頂上
犬の散歩コース

議

　員

高

星

雪

恵
㈱日晃工務店　  　　取締役
神峰町4-20-10   　 ℡21-1322

議

　員

森

　秀

明
㈱山森　　　   　代表取締役
末広町2-1-30      ℡36-1521

ハイキングコース（風神山～神峰）
手軽に自然を楽しめる。

議

　員

村

上

隆

雄
村上建設㈱ 　　 　代表取締役
平和町1-6-7        ℡22-7151

議

　員

益

子

　進
益三建設㈱ 　取締役会長
滑川本町4-25-16   ℡23-2200

副
部
会
長
　議
員

副
部
会
長
　議
員

臼

木

民

二
臼木証券㈱　　代表取締役社長
鹿島町1-5-10        ℡22-2101

副
部
会
長
　議
員

小
田
桐   

靖

部
会
長
　常
議
員

佐

藤

泰

博

㈱東邦銀行日立支店　　支店長
鹿島町2-15-5        ℡22-6246

神峰公園
神峰公園から見る太平洋の広さと美し
さ。

副
部
会
長
　常
議
員

佐

藤

琢

夫
㈱筑波銀行日立支店 　支店長
鹿島町1-4-11      ℡22-2171

日立駅
晴天時、雄大な太平洋を眺めるの
は最高です。

部
会
長
　常
議
員

下
山
田
和
司
㈱常陽銀行日立支店　執行役員支店長
助川町1-9-1　　　 ℡22-3135

かみね動物園
家族でゆっくり楽しめる。

副
部
会
長
　常
議
員

鈴

木

康

則
茨城県信用組合日立支店　支店長
若葉町1-18-18　　 ℡22-5171

日立さくらまつり。特に見事な桜並木と
日立風流物の山車。私は転勤族で日立支
店は通算9年目、昼も夜も日立最高です。

桐

原

健

悟
アクサ生命保険㈱水戸支社 日立営業所長
幸町1-21-2　　　　℡21-5387

かみね公園展望台
夜景も素敵な日立で今年も共済制度を頑張って
推進して参りますので宜しくお願い致します。

副
部
会
長
　議
員

海
老
沢
和
弘
水戸信用金庫日立支店　支店長
弁天町1-2-12       ℡21-6235

御岩神社
厳かな雰囲気の中でパワーを貰い、
運気が向上する気になります。

ブルーバード学園　   理事長
助川町1-8-15      ℡21-5022

（五十音順）

議

　員

小

林

邦

友

喪
中
欠
礼

ス
ペ
ン
サ
ー
工
業
㈱

　
　
　
　
　
　代
表
取
締
役

議

　員

関

　正

克

喪
中
欠
礼

㈱
関
プ
レ
ス

　
　
　
　
　
　代
表
取
締
役

副
部
会
長

　常
議
員

小

峰

保

信

喪
中
欠
礼

日
立
製
作
所
工
業
（
協
）

　
　
　
　
　
　代
表
理
事

常
議
員

鈴

木

修

二

喪
中
欠
礼

日
立
金
属
㈱
茨
城
工
場

　
　
　
　
　
　総
務
課
長

副
部
会
長
　議
員小

室

伸

一

喪
中
欠
礼

㈱
東
日
本
銀
行
日
立
支
店

　
　
　
　
　
　
　支
店
長
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副
部
会
長
　議
員

岡

部

昭

一
日立地区通運㈱　代表取締役社長
幸町2-1-50       　℡22-0131

大久保鹿嶋神社
毎年8月10日のお祭夕方、参道・境内に置か
れたカップキャンドルは一見の価値あり。

部
会
長
　常
議
員

五
位
野

　勝
(株)日立物流東日本営業本部 日立営業部副部長
東多賀町1-1-1　　℡35-8300

山と海
自然豊かに恵まれた日立市が好き
です。

副
部
会
長
　常
議
員

上

野

久

充
日立電鉄交通サービス㈱　総務部長
幸町3-4-6       　　℡22-2161

晴れた日の日立駅海岸口
間近かに太平洋が見渡せて、嫌なこ
とも忘れます。

議

　員

桑

名

智

行
日立埠頭㈱　　　　　総務部長
久慈町1-3-10　　　℡53-2400

日立駅展望イベントホール
元旦の初日の出が光圀の「日出姿
は領内一」を実感できる。

議

　員

佐
々
木
幸
一
佐々木興業㈱　　　代表取締役
相賀町18-1          ℡21-6424

旧 日立鉱山 大煙突
創業者 佐々木勝治が郷里岩手県より
大煙突建設員として入社し従事した。

河原子海岸
初日の出の観賞に最高です。

議

　員

長

山

晴

夫
(有)長山自動車整備工場　代表取締役社長
多賀町4-2-17       ℡35-2586

副
部
会
長
　議
員

木

本

貴

一
㈲オフィス･バロン　代表取締役
末広町5-2-27　　　℡35-5311

副
部
会
長
　議
員

石

堂

文

男
TC関東　　　　　　　　代表
滑川町1-9-23　　　℡24-1690

日本酒
日立のおいしいお酒を友人達と楽
しんでいます。

副
部
会
長
　常
議
員

郡

司

洋

子
あゆみ珠算塾　　　　　　塾表
西成沢町1-27-10　 ℡22-8561

西成沢町
生まれ育った大切な場所。

副
部
会
長
　議
員

澤

入

敏

雅
㈱ガードケアピース　代表取締役会長
鮎川町5-7-1　　　℡28-6008

かみね公園頂上
街が一望出来て、日立の名に相応
しい御来光が見られる所。

（五十音順）

議

　員

川

　健

輔
㈲辰巳タクシー　　代表取締役
千石町3-2-13　　　℡36-0163

平和通りの桜

部
会
長
　常
議
員小

沼

淳

志

喪
中
欠
礼

㈱
ジ
ュ
ン
・
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　取
締
役
会
長

　

副
部
会
長
　議
員

柴

田

主

靖
㈱キャビンプレス　代表取締役
幸町1-15-6 2F      ℡24-7531

旭高架橋多賀の街

泉ケ森
常陸国風土記に登場する霊泉で枯
れる事のない清浄な湧水に感動。

副
部
会
長
　議
員

鈴

木

孝

典
新富鮨　　　　    　　　代表
多賀町1-19-9       ℡33-0719

副
部
会
長
　常
議
員

日

渡

貴

夫
㈲ファースト（鳥太郎）　代表取締役
川尻町1-3-3　　　 ℡43-5624

議

　員

小

泉

裕

樹
㈲カワイ 　　　取締役専務
旭町3-3-7         ℡21-0275

副
部
会
長
　議
員

萩

庭

晴

秀
はぎ屋旅館　　　　 　　代表
水木町1-1-15      ℡52-2522

議

　員

伊

藤

康

範
(有)ミリオン　    　代表取締役
多賀町5-13-2         ℡36-2862

副
部
会
長
　常
議
員

松

山

圭

吾
㈱ひたちピーエム商事　常務取締役
弁天町1-8-17　　　℡24-1330

小貝ケ浜海岸
幼少の頃、私的な海のつもりで家族で
夏の一日を過ごした場所だからです。

常
議
員

冨

田

　昭
㈱天地閣　　　代表取締役社長
旭町2-6-13             ℡22-0188

議

　員

横
須
賀
達
哉
㈱テラスザスクエア日立　総支配人
幸町1-20-3             ℡22-5531

かみね動物園
初めて日立市に来た場所
（50年以上前）幼稚園の遠足で

議

　員

中

郡

公

夫
メンズカットアユカワ　代表
鮎川町4-3-23         ℡33-3420

議

　員

田
尻
桂
一
郎
白耳蟻館 代表
千石町2-7-7           ℡33-2961

かみねレジャーランドのドリームコース
ターの一番高い所　日立の海が大きく見え、
且つ飛び込めそうな位近くに感じるから。

議

　員

佐

渡

淳

三
(株)魚武 専務取締役
弁天町1-12-14        ℡22-4773

かみね公園
日立市を一望できる眺望
自然災害が少なく、自然（海・山）豊かな日立市。

交通運輸業部会交通運輸業部会

　Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
か
ら
車
で
約
30
分
行
っ
た
秋

保
温
泉
の
入
り
口
に「
主
婦
の
店
さ
い
ち
」と

い
う
社
名
の
食
品
ス
ー
パ
ー
が
あ
る
。
多
店

舗
展
開
は
せ
ず
１
店
舗
主
義
、
店
舗
面
積
も

わ
ず
か
80
坪
と
い
う
小
さ
な
店
だ
。
総
菜
工

場
は
別
に
あ
る
が
、
店
舗
に
い
る
店
員
さ
ん

も
わ
ず
か
数
人
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
言
う
と
、

「
な
ん
だ
、
全
国
ど
こ
に
で
も
あ
る
、
ひ
な

び
た『
パ
パ
・
マ
マ
ス
ー
パ
ー
』で
は
な
い
か
」

と
考
え
る
読
者
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
れ
は
全
く
の
誤
解
だ
。

　と
い
う
の
は
、
こ
の
人
里
離
れ
た
小
さ
な

ス
ー
パ
ー
に
、
土
・
日
は
も
と
よ
り
平
日
も

開
店
前
に
は
駐
車
場
に
数
十
台
の
車
が
並
び
、

店
の
前
は
数
十
人
の
買
い
物
客
が
列
を
な
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
車
の
ナ
ン

バ
ー
を
見
る
と
、
宮
城
だ
け
で
な
く
、
栃
木
・

群
馬
、
さ
ら
に
は
、
な
ん
と
千
葉
・
埼
玉
・

東
京
の
も
の
ま
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
態
が

30
年
以
上
も
前
か
ら
続
い
て
い
る
と
い
う
の

だ
か
ら
す
ご
い
。
お
客
さ
ま
の
お
目
当
て
は
、

何
と
言
っ
て
も「
お
は
ぎ
」だ
。
ち
な
み
に
同

店
の
売
上
高
は
約
８
億
円
で
あ
る
が
、
こ
の

「
お
は
ぎ
」が
、
そ
の
50
％
以
上
を
占
め
る
と

い
う
。
つ
ま
り
売
上
高
は
４
億
円
以
上
に
上

る
の
だ
。

　そ
の
販
売
数
量
も
桁
違
い
で
あ
る
。
平
日

の
販
売
数
量
は
約
８
０
０
０
個
、
土
曜
日
は

１
万
２
０
０
０
個
、
日
曜
日
は
１
万
５
０
０

０
個
、
そ
し
て
、
お
彼
岸
に
は
２
万
５
０
０
０

個
以
上
だ
と
い
う
。
な
ぜ
こ
う
も「
さ
い
ち
」

の
お
は
ぎ
は
売
れ
続
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
の
主
た
る
要
因
は
二
つ
あ
る
。

　一
つ
目
は
、
さ
い
ち
の
お
は
ぎ
や
各
種
総

菜
商
品
は
、
防
腐
剤
や
添
加
物
を
使
用
し
て

い
な
い
人
の
体
に
良
い
自
然
食
品
だ
か
ら
だ
。

つ
ま
り
、
売
れ
る
・
売
れ
な
い
と
い
っ
た
、

店
側
の
都
合
で
は
な
く
、
顧
客
に
と
っ
て
一

番
い
い
も
の
を
提
供
し
続
け
て
い
る
の
で
あ

る
。
加
え
て
言
え
ば
、
全
て
の
商
品
は
手
づ

く
り
で
あ
る
。
こ
の
た
め
賞
味
期
限
は
、
わ

ず
か
1
日
し
か
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
心
配
り

も
徹
底
し
て
い
る
。
夕
方
、
棚
か
ら
お
は
ぎ

を
20
個
取
っ
て
、
レ
ジ
に
行
こ
う
も
の
な
ら
、

「
お
客
さ
ん
、
今
日
中
に
食
べ
ら
れ
ま
す
か
？
」

と
問
い
詰
め
ら
れ
る
ほ
ど
だ
。

　二
つ
目
は
、
お
は
ぎ
の
味
が
絶
品
な
の
だ
。

同
店
の
味
は
佐
藤
啓
二
社
長
の
奥
様
、
澄
子

さ
ん
が
決
め
て
い
る
。
長
年
、
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
、
つ
く
り
あ
げ
た
味
だ
。
こ
の
お

は
ぎ
の
特
長
は
、
あ
ん
こ
の
量
が
多
い
点
に

あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
あ
ん
こ
が
甘
す
ぎ
ず
、

絶
妙
な
味
な
の
で
あ
る
。
こ
の
味
を
出
そ
う

と
、
多
く
の
人
々
が
レ
シ
ピ
を
分
析
し
試
作

し
た
が
、
そ
の
味
は
出
せ
な
か
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
火
加
減
や
、
砂
糖
や
塩

を
入
れ
る
量
や
タ
イ
ミ
ン
グ
、
さ
ら
に
は
澄

子
さ
ん
し
か
で
き
な
い
製
造
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ

る
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
お
は
ぎ
づ
く
り
に

か
け
る
熱
き
思
い
も
特
筆
に
値
す
る
。
澄
子

さ
ん
は
、
朝
９
時
の
開
店
に
合
わ
せ
、
毎
日
、

朝
１
時
に
起
床
し
、
２
時
に
は
厨
房
に
入
る

と
い
う
生
活
を
30
年
以
上
に
わ
た
り
継
続
。

本
物
の
お
は
ぎ
を
つ
く
り
続
け
て
い
る
の
だ
。

　
　法
政
大
学
大
学
院
政
策
創
造
研
究
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　教
授
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　光
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最
高
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は
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く
り

　
　
　続
け
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』」
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  2 ○○○○先は闇
  3 逃げも○○○もしません
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会
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日本酒
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あ
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、
店
舗
に
い
る
店
員
さ
ん

も
わ
ず
か
数
人
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
言
う
と
、

「
な
ん
だ
、
全
国
ど
こ
に
で
も
あ
る
、
ひ
な

び
た『
パ
パ
・
マ
マ
ス
ー
パ
ー
』で
は
な
い
か
」

と
考
え
る
読
者
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
れ
は
全
く
の
誤
解
だ
。

　と
い
う
の
は
、
こ
の
人
里
離
れ
た
小
さ
な

ス
ー
パ
ー
に
、
土
・
日
は
も
と
よ
り
平
日
も

開
店
前
に
は
駐
車
場
に
数
十
台
の
車
が
並
び
、

店
の
前
は
数
十
人
の
買
い
物
客
が
列
を
な
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
車
の
ナ
ン

バ
ー
を
見
る
と
、
宮
城
だ
け
で
な
く
、
栃
木
・

群
馬
、
さ
ら
に
は
、
な
ん
と
千
葉
・
埼
玉
・

東
京
の
も
の
ま
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
態
が

30
年
以
上
も
前
か
ら
続
い
て
い
る
と
い
う
の

だ
か
ら
す
ご
い
。
お
客
さ
ま
の
お
目
当
て
は
、

何
と
言
っ
て
も「
お
は
ぎ
」だ
。
ち
な
み
に
同

店
の
売
上
高
は
約
８
億
円
で
あ
る
が
、
こ
の

「
お
は
ぎ
」が
、
そ
の
50
％
以
上
を
占
め
る
と

い
う
。
つ
ま
り
売
上
高
は
４
億
円
以
上
に
上

る
の
だ
。

　そ
の
販
売
数
量
も
桁
違
い
で
あ
る
。
平
日

の
販
売
数
量
は
約
８
０
０
０
個
、
土
曜
日
は

１
万
２
０
０
０
個
、
日
曜
日
は
１
万
５
０
０

０
個
、
そ
し
て
、
お
彼
岸
に
は
２
万
５
０
０
０

個
以
上
だ
と
い
う
。
な
ぜ
こ
う
も「
さ
い
ち
」

の
お
は
ぎ
は
売
れ
続
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
の
主
た
る
要
因
は
二
つ
あ
る
。

　一
つ
目
は
、
さ
い
ち
の
お
は
ぎ
や
各
種
総

菜
商
品
は
、
防
腐
剤
や
添
加
物
を
使
用
し
て

い
な
い
人
の
体
に
良
い
自
然
食
品
だ
か
ら
だ
。

つ
ま
り
、
売
れ
る
・
売
れ
な
い
と
い
っ
た
、

店
側
の
都
合
で
は
な
く
、
顧
客
に
と
っ
て
一

番
い
い
も
の
を
提
供
し
続
け
て
い
る
の
で
あ

る
。
加
え
て
言
え
ば
、
全
て
の
商
品
は
手
づ

く
り
で
あ
る
。
こ
の
た
め
賞
味
期
限
は
、
わ

ず
か
1
日
し
か
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
心
配
り

も
徹
底
し
て
い
る
。
夕
方
、
棚
か
ら
お
は
ぎ

を
20
個
取
っ
て
、
レ
ジ
に
行
こ
う
も
の
な
ら
、

「
お
客
さ
ん
、
今
日
中
に
食
べ
ら
れ
ま
す
か
？
」

と
問
い
詰
め
ら
れ
る
ほ
ど
だ
。

　二
つ
目
は
、
お
は
ぎ
の
味
が
絶
品
な
の
だ
。

同
店
の
味
は
佐
藤
啓
二
社
長
の
奥
様
、
澄
子

さ
ん
が
決
め
て
い
る
。
長
年
、
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
、
つ
く
り
あ
げ
た
味
だ
。
こ
の
お

は
ぎ
の
特
長
は
、
あ
ん
こ
の
量
が
多
い
点
に

あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
あ
ん
こ
が
甘
す
ぎ
ず
、

絶
妙
な
味
な
の
で
あ
る
。
こ
の
味
を
出
そ
う

と
、
多
く
の
人
々
が
レ
シ
ピ
を
分
析
し
試
作

し
た
が
、
そ
の
味
は
出
せ
な
か
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
火
加
減
や
、
砂
糖
や
塩

を
入
れ
る
量
や
タ
イ
ミ
ン
グ
、
さ
ら
に
は
澄

子
さ
ん
し
か
で
き
な
い
製
造
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ

る
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
お
は
ぎ
づ
く
り
に

か
け
る
熱
き
思
い
も
特
筆
に
値
す
る
。
澄
子

さ
ん
は
、
朝
９
時
の
開
店
に
合
わ
せ
、
毎
日
、

朝
１
時
に
起
床
し
、
２
時
に
は
厨
房
に
入
る

と
い
う
生
活
を
30
年
以
上
に
わ
た
り
継
続
。

本
物
の
お
は
ぎ
を
つ
く
り
続
け
て
い
る
の
だ
。

　
　法
政
大
学
大
学
院
政
策
創
造
研
究
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　教
授

　坂
本

　光
司

「
最
高
の
お
は
ぎ
を
つ
く
り

　
　
　続
け
る『
さ
い
ち
』」
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  3 逃げも○○○もしません
  6 名古屋名物のから揚げ
  7 木枯らし一号が吹くと、冬の○○○○。
  9 「束子」と書く掃除用品

  2 動物の泳ぎ方
  4 ゆがんだ形
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司
会

　武
田 

委
員
長

　か
い
ぎ
し
ょ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
新
年
号
の

特
別
企
画
と
し
て
、
今
回
も
７
部
会

長
座
談
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
、

部
会
長
の
皆
さ
ま
に
は
お
忙
し
い
中

お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
回
は
地
域
創
生
を
テ
ー
マ
に
し

て
い
き
ま
す
。
特
に
地
方
の
人
口
減

と
い
う
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
る
中
、
日
立
市
と
し
て
も
10
年
後

14
万
人
を
切
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
い
う
予
測
の
も
と
に
、
日
立

市
の
地
域
力
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
商
工
会
議
所
が
ど
の
よ
う
な

役
割
を
し
て
い
く
の
か
、
業
界
で
ど

ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
け
る
の
か
。

こ
の
会
で
新
し
い
希
望
や
次
に
繋
が

る
お
話
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　ま
ず
は
１
年
を
振
り
か
え
っ
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　で
は
、
初
め
に
商
業
部
会
か
ら
お

願
い
し
ま
す
。

新年号企画：7部会長座談会新年号企画：7部会長座談会
　地方創生を推進する中で、商工会議所が果たすべき役割とはどのようなことがあ
るのか。地域社会に根差した商工会議所ならではの特色ある取り組みについて、当
所７部会（商業・工業・建設業・金融財務業・観光環衛業・交通運輸業・文化産業）
の代表者に登場していただきました。（この座談会は昨年12月に開催しました。）

商
業
部
会

　佐
藤 

洋
一
郎 

氏

　今
年
一
番
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
は
ご
存
知
の
ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
が
昨
年
に
続
い
て
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
前
年
よ
り
規
模

が
拡
大
さ
れ
、
プ
レ
ミ
ア
ム
分
も
20

％
。
売
れ
行
き
は
好
調
で
、
手
に
入

れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
声
も
聞
い

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
消
費
者
に
受

け
入
れ
ら
れ
た
政
策
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
一
方
で
、
商
業
者
と
し
て
の

受
け
止
め
方
は
若
干
違
う
と
こ
ろ
も

あ
り
、
プ
レ
ミ
ア
ム
の
２
割
分
が
売

り
増
し
に
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
実

感
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
政
策
は
消
費

者
支
援
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
産
業

活
性
化
の
支
援
事
業
と
し
て
は
ち
ょ

っ
と
課
題
を
残
す
結
果
に
な
っ
た
か

な
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
消
費
税
増
税

が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。
私
は
食

品
を
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
、
軽
減
税

率
で
加
工
食
品
は
ど
っ
ち
に
入
る
の

か
。
消
費
者
に
は
税
率
ア
ッ
プ
に
な

り
ま
す
の
で
、
駆
け
込
み
需
要
が
少

し
あ
る
と
し
て
も
、
消
費
減
退
は
避

け
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の

時
に
各
店
や
商
店
会
で
も
新
た
な
や

り
方
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
消
費
者
に

と
っ
て
は
非
常
に
良
い
政
策
で
し
た
。

た
だ
私
も
同
じ
商
業
者
と
し
て
同
じ

実
感
で
す
。
こ
れ
か
ら
世
の
中
が
ど

う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
を
見
極
め
て

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
ね
。工
業
部
会
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

工
業
部
会

　宮
本 

洋
治 

氏

　あ
く
ま
で
も
全
部
で
は
な
い
の
で

す
が
。
工
業
部
会
で
10
月
に
景
況
懇

談
会
を
開
催
し
、
そ
の
中
で
あ
っ
た

話
で
す
が
、
我
々
製
造
業
に
関
係
す

る
事
業
所
の
売
上
げ
で
、
良
い
と
こ

ろ
で
現
状
維
持
、
中
に
は
30
％
減
と

い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

情
報
化
委
員
会
で
実
施
し
て
い
る
景

況
調
査
で
も
、
全
国
的
に
見
て
も
こ

の
地
域
の
景
況
は
あ
ま
り
よ
く
な
い
。

そ
の
中
で
私
が
痺
れ
た
の
は「
中
国
経

済
の
行
方
」の
次
に「
リ
ス
ト
ラ
」と
い

う
言
葉
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
あ
る

こ
と
で
し
た
。
現
実
、
リ
ス
ト
ラ
と

か
帰
休
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
聞

い
て
い
ま
す
。
日
立
、
高
萩
、
北
茨

城
を
含
め
た
県
北
地
域
は
他
の
県
内

地
域
と
景
況
感
が
違
う
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
。
県
北
以
外
は
比
較
的
忙

し
い
よ
う
で
す
。

　こ
の
地
域
の
製
造
業
の
あ
り
方
を

そ
ろ
そ
ろ
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
工

業
部
会
で
も
、
こ
の
実
情
を
市
と
か

県
に
説
明
し
働
き
か
け
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　

　県
内
の
景
況
判
断
か
ら
も
、
県
北

地
域
の
製
造
業
は
厳
し
い
と
の
お
話

し
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
建
設

業
部
会
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
建
設
業
部
会

　松
山 

恒
男 

氏

　建
設
業
界
で
は
2
0
1
1
年
の
大

震
災
の
復
興
防
災
関
係
の
公
共
事
業

と
い
う
仕
事
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校
・

病
院
・
事
務
所
な
ど
の
耐
震
工
事
な

ど
は
一
段
落
し
ま
し
た
が
、
特
に
海

岸
の
津
波
対
策
工
事
は
こ
れ
ま
で
応

急
復
旧
で
し
た
か
ら
、
こ
の
仕
事
は

も
う
少
し
続
き
そ
う
で
す
。

　た
だ
、
業
界
全
体
は
あ
ま
り
よ
く

あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
の
耐
震
工
事
に

つ
き
ま
し
て
は
特
殊
な
工
法
で
す
。

特
許
も
絡
ん
で
価
格
も
高
い
し
予
算

が
合
わ
ず
、
み
ん
な
苦
労
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
価
格
が
合
わ
な
い
の

で
や
ら
な
い
と
い
う
事
業
所
も
結
構

あ
り
ま
し
た
。

　部
会
と
し
て
は
今
年
度
会
員
の
若

い
方
を
対
象
に
、
池
の
川
さ
く
ら
ア

リ
ー
ナ
建
設
の
現
場
見
学
会
を
し
ま

し
た
。
あ
の
よ
う
に
大
き
い
建
物
は

こ
の
辺
に
あ
り
ま
せ
ん
し
、
部
外
者

は
立
ち
入
れ
な
い
現
場
で
す
の
で
、

参
加
し
た
み
な
さ
ん
に
は
良
い
体
験

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
日

立
市
役
所
の
建
築
工
事
見
学
な
ど
、

若
い
方
や
女
性
も
参
加
出
来
る
事
業

を
実
施
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　次
の
時
代
を
担
う
人
材
を
育
て
る

こ
と
も
商
工
会
議
所
が
果
す
べ
き
重

要
な
役
割
で
す
ね
。
そ
れ
で
は
金
融

財
務
業
部
会
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

金
融
財
務
業
部
会

　下
山
田 

和
司 

氏

　我
々
地
域
の
金
融
機
関
の
中
で
は
、

日
立
市
の
人
口
を
増
や
そ
う
と
い
ろ

い
ろ
議
論
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
日
立
市
に
住
み
た
い
と
い
う
人

を
増
や
す
た
め
に
、
新
婚
・
子
育
て

世
帯
の
支
援
策
と
し
て
住
宅
ロ
ー
ン

の
金
利
を
一
律
に
下
げ
よ
う
と
最
優

先
に
議
論
し
て
き
ま
し
た
。。
加
え
て
、

リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
も
市

と
協
定
を
結
び
協
力
し
て
や
っ
て
行

く
方
針
で
あ
り
ま
す
。
特
徴
的
な
の

は
、
こ
れ
ま
で
は
古
く
な
っ
た
建
物

を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
綺
麗
に
し
て
住
む

と
い
う
の
が
主
流
で
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
処
分
す
る
た
め
、
あ
る
い
は

他
人
に
貸
す
た
め
の
リ
フ
ォ
ー
ム
と

い
う
こ
と
で
、
時
代
の
流
れ
に
よ
っ

て
色
々
な
形
態
が
出
て
き
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　部
会
と
し
て
は
、
企
業
の
創
業
者

が
あ
る
程
度
の
年
齢
に
な
り
、
次
の

世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
く
時

期
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

事
業
承
継
と
い
う
重
要
な
課
題
に
つ

い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
一
番
有
意
義
だ
っ
た
の
は

青
年
部
と
一
緒
に
で
き
た
こ
と
で
す
。

後
を
継
ぐ
若
い
息
子
さ
ん
と
オ
ー
ナ

ー
の
お
父
さ
ん
が
同
じ
時
間
の
中
で
、

お
金
の
話
と
今
ま
で
の
感
謝
の
気
持

ち
を
含
め
た
家
族
と
の
絆
の
話
と
い

う
２
部
構
成
で
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、

非
常
に
好
評
で
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ

ー
は
28
年
度
も
青
年
部
と
計
画
段
階

か
ら
協
力
し
て
実
施
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
、
事
業
継
承
の
他
に
多
い

の
は
M
＆
A
に
つ
い
て
で
す
。
会
社

を
大
き
く
し
て
き
た
が
、
後
継
者
が

い
な
い
。
し
か
し
廃
業
は
も
っ
た
い

な
い
。
そ
ん
な
時
に
良
い
縁
組
み
が

で
き
れ
ば
、
従
業
員
の
雇
用
は
続
け

ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

金
融
財
務
業
部
会
と
し
て
も
取
り
あ

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　昨
今
の
商
店
街
の
中
で
も
後
継
ぎ

が
い
な
い
と
い
う
の
が
問
題
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
他
人
で
あ
っ
て
も

う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
方
法
、
仕
組

み
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
観
光
環

衛
業
部
会
で
は
ど
う
で
す
か
。

観
光
環
衛
業
部
会

　佐
藤 

泰
博 

氏

　我
々
の
部
会
は
サ
ー
ビ
ス
業
の
集

ま
り
で
す
。
旅
館
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
、
美
容
室
や
飲
食
店
な
ど
で
す
が
、

特
に
厳
し
い
業
界
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
毎
月
部
会
の
議
員
が
集
ま

り
団
結
力
を
持
っ
て
、
こ
れ
ま
で
色
々

な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
厳
し
い
時
代
で
す
の
で
、

辞
め
て
い
く
方
も
増
え
て
い
る
。
そ

れ
が
現
実
で
す
の
で
、
我
々
事
業
者

と
商
工
会
議
所
、
行
政
、
関
係
団
体

が
同
じ
方
向
を
向
き
、
こ
れ
か
ら
ど

う
や
っ
て
活
性
化
さ
せ
て
い
く
か
を

考
え
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　こ
の
地
域
全
体
で
同
じ
方
向
を
向

い
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

そ
れ
で
は
交
通
運
輸
業
部
会
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

交
通
運
輸
業
部
会

　五
位
野

　勝 

氏

　当
部
会
は
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
、
自
動
車
整
備
業
な
ど
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
直
近
で
は
自
動

車
の
燃
料
価
格
が
非
常
に
下
が
っ
て

き
て
い
る
状
況
で
、
も
う
少
し
下
が

っ
て
く
る
と
業
界
と
し
て
は
非
常
に

助
か
る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
な
が
ら
そ
の
反
面
、
業
界

で
一
番
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
ド

ラ
イ
バ
ー
の
人
材
不
足
で
す
。
賃
金

が
な
か
な
か
上
が
ら
な
い
。
昔
で
言

う
3
K
の
業
界
で
あ
る
こ
と
と
、
さ

ら
に
免
許
の
制
度
で
4
t
車
が
乗
れ

な
い
者
。
若
者
の
自
動
車
離
れ
と
い

っ
た
と
こ
ろ
が
大
き
く
影
響
し
て
お

り
、
こ
れ
を
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　当
部
会
と
し
て
は
、
視
察
受
け
入

れ
等
社
会
貢
献
活
動
を
し
て
い
る
事

業
所
を
実
際
に
見
る
こ
と
に
よ
り
、

好
事
例
を
自
社
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
全
体
と
し
て
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
繋
が
る
よ
う
視
察
研
修
を
行

う
と
と
も
に
、
職
場
体
験
事
業
を
行

い
ま
し
た
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　建
設
業
と
同
じ
よ
う
に
人
材
の
確

保
が
大
変
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

少
子
化
と
い
う
中
で
、
業
界
の
未
来

を
背
負
う
人
材
の
育
成
と
い
う
の
も
、

商
工
会
議
所
で
取
組
む
必
要
が
あ
る

事
業
に
な
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

文
化
産
業
部
会
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

文
化
産
業
部
会

　澤
入 

敏
雅 

氏

　文
化
産
業
部
会
と
い
う
の
は
同
業

で
は
な
く
異
業
種
の
集
ま
り
の
部
会

で
す
。
で
す
の
で
、
部
会
員
間
の
情

報
交
換
を
中
心
に
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　業
界
と
し
て
の
状
況
は
、
そ
ろ
ば

ん
な
ど
塾
関
係
で
は
人
口
減
少
と
少

子
化
で
生
徒
が
減
っ
て
い
て
経
営
が

大
変
だ
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
私
の

よ
う
な
交
通
誘
導
の
警
備
会
社
で
す

と
、
こ
の
度
の
災
害
が
非
常
に
大
き

か
っ
た
の
で
、
復
興
と
い
う
仕
事
の

中
で
は
も
の
す
ご
く
忙
し
い
。
た
だ

忙
し
い
と
は
言
っ
て
も
、
建
設
業
同

様
に
価
格
が
合
わ
ず
、
忙
し
い
割
に

は
利
益
が
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
と

い
う
状
況
で
す
。

　不
動
産
業
で
は
、
そ
の
人
の
技
量

で
動
い
て
い
ま
す
か
ら
、
良
い
悪
い

の
差
が
も
の
す
ご
く
あ
る
よ
う
で
す
。

な
の
で
、
部
会
と
し
て
と
い
う
と
こ

ろ
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
、
同
じ

部
会
の
中
で
違
う
業
種
の
人
の
話
を

聞
き
な
が
ら
、
様
々
な
業
界
に
つ
い

て
勉
強
を
し
な
が
ら
情
報
交
換
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
１
年

を
振
り
か
え
っ
て
皆
さ
ん
か
ら
お
話

し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
こ
か
ら
は
地
域
創
生
や
地
域
活

性
化
に
つ
い
て
、
商
工
会
議
所
と
し

て
日
立
ら
し
さ
を
出
し
な
が
ら
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
出
来
る
の
か
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
け
ば
い

い
の
か
と
い
う
こ
と
を
語
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

商
業
部
会

　佐
藤 

洋
一
郎 

氏

　来
年
度
、
部
会
の
中
で
考
え
て
い

る
の
は
、
ま
だ
仮
称
で
す
が
立
商
塾

を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
、
今
ま
で
誰
も
や
ら
な
か
っ
た
こ

と
、
面
白
そ
う
な
こ
と
を
や
れ
な
い

だ
ろ
う
か
と
模
索
し
て
み
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。
地
方
な
ら
で
は
と
い

う
こ
と
に
も
繋
が
る
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
私
は
商
店
会
の
代
表
に

も
な
っ
て
運
営
を
し
て
い
ま
す
が
、

全
員
の
都
合
や
意
見
が
あ
り
、
最
初

は
面
白
い
活
動
で
も
角
が
と
れ
て
、

ま
る
っ
こ
い
、
ど
こ
で
も
や
る
よ
う

な
事
し
か
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
う
い
う
事
で
は
な
く
、
商
業
を
テ

ー
マ
に
地
域
に
根
差
し
た
面
白
い
取

組
み
を
模
索
し
な
が
ら
や
っ
て
い
け

る
組
織
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　物
を
作
る
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
、

場
所
作
り
な
ど
、
合
わ
せ
技
で
も
い

い
し
。
地
域
色
豊
か
に
し
て
面
白
い

も
の
を
や
っ
て
み
る
。
そ
の
上
で
、

も
し
あ
れ
ば
日
立
ら
し
さ
、
逆
に
な

け
れ
ば
日
立
ら
し
さ
を
そ
こ
か
ら
作

っ
て
い
け
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　商
工
会
議
所
と
し
て
も
、
今
ま
で

や
っ
て
き
た
事
業
で
い
い
の
か
、
継

続
も
大
切
で
す
が
、
場
合
よ
っ
て
は

事
業
の
見
直
し
や
、
変
わ
っ
た
こ
と

で
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
去
年
か
ら
変
化
と
い
う
キ

ー
ワ
ー
ド
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
れ
を
活
動
の
テ
ー
マ
に
や
っ

て
い
き
た
い
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　こ
こ
で
変
化
と
い
う
言
葉
が
出
ま

し
た
が
工
業
部
会
で
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

工
業
部
会

　宮
本 

洋
治 

氏

　確
か
に
従
来
の
製
造
業
の
ス
タ
イ

ル
で
は
成
り
立
た
な
い
状
況
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
人
口
が
減
れ
ば
当

然
な
が
ら
就
業
人
口
も
減
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
製

造
業
と
し
て
や
っ
て
い
け
る
か
ど
う

か
と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

で
も
こ
こ
で
我
々
事
業
者
が
頑
張
れ

ば
地
域
も
良
く
な
る
の
か
な
と
思
う

部
分
も
あ
り
ま
す
。
製
造
業
の
業
種

転
換
は
す
ぐ
に
い
か
な
い
が
、
従
来

型
の
下
請
け
の
仕
事
で
は
成
り
立
た

な
い
の
で
、
新
し
い
仕
事
を
見
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
下
請
け
型
で

な
く
自
立
し
た
形
で
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

な
企
業
を
目
指
す
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。　部

会
と
し
て
、「
こ
れ
だ
」と
い
う

こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
が
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
経
営
面
の
立
ち
位

置
を
早
く
明
確
に
み
え
る
よ
う
な
お

手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
い
う
気
持
ち

で
お
り
ま
す
。
具
体
的
に
何
が
良
い

か
と
い
う
と
難
し
い
で
す
が
、
皆
さ

ん
こ
の
ま
ま
で
は
成
り
立
た
な
い
こ

と
は
重
々
分
か
っ
て
い
る
の
で
、
従

来
型
の
事
業
の
脱
却
が
必
要
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
お
手

伝
い
を
し
て
い
く
こ
と
が
い
い
の
か

な
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
交
通
運

輸
業
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

交
通
運
輸
業
部
会

　五
位
野

　勝 

氏

　我
々
の
業
界
が
地
域
に
ど
う
貢
献

で
き
る
か
と
い
う
と
、
ト
ラ
ッ
ク
の

安
全
な
輸
送
、
安
全
な
運
転
が
一
番

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
茨
城
県
は
交

通
マ
ナ
ー
が
悪
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

事
故
の
な
い
安
全
な
輸
送
が
地
域
へ

の
貢
献
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　部
会
と
し
て
は
人
材
不
足
と
冒
頭

に
も
言
い
ま
し
た
が
、
工
業
高
校
生

を
中
心
に
職
場
体
験
と
い
う
形
で
業

界
を
体
験
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
企
業
、
い
ろ
い
ろ
な
業

界
の
若
い
方
に
興
味
を
も
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
や

っ
て
い
く
こ
と
で
、
業
界
の
人
材
確

保
も
出
来
、
街
の
活
性
化
に
繋
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
と

こ
ろ
を
来
年
度
も
、
も
う
少
し
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
建

設
業
部
会
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

建
設
業
部
会

　松
山 

恒
男 

氏

　雇
用
面
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
仕
事

に
魅
力
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
私

の
と
こ
ろ
で
は
週
休
2
日
制
の
徹
底

を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
高
年
齢
の

方
に
も
働
い
て
も
ら
う
た
め
に
、
定

年
は
65
歳
に
。
あ
と
は
建
設
小
町
と

い
う
か
、
女
性
の
手
も
借
り
て
い
き

た
い
。
施
工
管
理
者
と
か
ダ
ン
プ
の

ド
ラ
イ
バ
ー
と
か
建
設
機
械
と
か
建

設
小
町
は
現
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

女
性
に
は
も
う
少
し
入
っ
て
来
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　業
界
で
は
中
学
生
対
象
に
現
場
見

学
会
や
、
建
築
体
験
、
建
設
機
械
の

体
験
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
工
業

高
校
生
や
専
門
学
校
生
に
は
実
習
も

行
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
我
々
が

作
っ
た
も
の
は
50
年
後
、
1
0
0
年

後
に
地
図
に
残
る
仕
事
だ
と
、
体
験

を
通
し
て
若
い
人
に
夢
を
持
っ
て
も

ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
何
か
あ
っ
た
時
に
は
、
組

織
の
力
と
い
う
の
が
非
常
に
重
要
で

す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
し
っ
か
り
対

応
す
る
た
め
に
も
業
界
と
し
て
も
商

工
会
議
所
と
し
て
も
会
員
を
増
強
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
方
創
生
に

は
そ
れ
が
必
要
で
す
。
各
自
が
他
人

に
し
て
も
ら
う
の
を
期
待
す
る
の
で

は
な
く
、
自
分
が
他
人
の
た
め
に
何

が
で
き
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
、
繁

栄
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
商

工
会
議
所
に
入
る
こ
と
は
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
の
だ
し
、
一
歩
で
も
二
歩
で

も
自
社
が
良
く
な
る
よ
う
に
入
っ
て

も
ら
い
、
何
か
問
題
が
あ
れ
ば
早
く

伝
え
ら
れ
る
し
、
良
い
方
向
に
舵
を

切
れ
る
訳
で
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　事
業
を
す
る
に
し
て
も
、
要
望
活

動
を
行
う
に
し
て
も
組
織
力
と
い
う

の
は
非
常
に
重
要
だ
と
私
も
思
い
ま

す
。
商
工
会
議
所
を
一
つ
の
き
っ
か

け
に
し
て
各
会
員
も
交
流
出
来
れ
ば
、

色
々
な
情
報
交
換
も
出
来
る
し
、
も

し
何
か
あ
っ
た
時
に
は
助
け
て
も
ら

え
ま
す
。

　地
域
創
生
へ
の
今
後
の
展
望
な
ど

観
光
環
衛
業
部
会
や
金
融
財
務
業
部

会
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

観
光
環
衛
業
部
会

　佐
藤 

泰
博 

氏

　我
が
部
会
は
日
立
の
イ
ベ
ン
ト
等

の
支
援
、
協
力
は
継
続
し
て
や
っ
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
今
取
り
組
ん
で

い
る
の
は
、
日
立
市
内
の
飲
食
店
マ

ッ
プ
の
作
成
で
す
。
日
立
・
多
賀
・

大
み
か
地
区
の
飲
食
店
の
マ
ッ
プ
づ

く
り
を
や
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
の
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
、
飲
食

店
の
方
々
に
声
を
掛
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　ま
た
、
地
域
の
色
々
な
団
体
等
の

方
と
懇
談
す
る
場
を
設
け
勉
強
会
を

続
け
て
い
ま
す
。
と
に
か
く
何
か
や

ら
な
い
と
い
け
な
い
。
実
は
こ
の
部

会
は
若
い
2
代
目
が
多
い
の
で
、
そ

の
若
い
人
と
一
緒
に
な
っ
て
一
生
懸

命
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

金
融
財
務
業
部
会

　下
山
田 

和
司 

氏

　金
融
財
務
部
会
の
話
を
さ
せ
て
も

ら
え
れ
ば
、
企
業
継
続
の
支
援
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
融
資
制
度
の
説
明

会
は
当
部
会
の
大
き
な
役
割
で
、
そ

れ
は
創
業
支
援
と
い
う
意
味
合
い
も

あ
り
ま
す
。
商
工
会
議
所
の
会
員
数

が
激
減
傾
向
に
あ
る
中
で
、
夢
を
も

っ
て
起
業
す
る
若
者
に
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
の
お
手
伝
い
と
、
よ
ろ
ず
相
談
と

い
う
も
の
を
継
続
し
て
や
っ
て
い
き

た
い
。

　地
域
創
生
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
、

人
口
を
増
や
す
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

今
14
歳
の
女
の
子
が
ど
れ
だ
け
地
域

に
残
れ
る
か
と
い
う
の
が
大
き
な
鍵

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
仕

事
場
が
な
い
と
地
域
に
人
は
残
れ
ま

せ
ん
。
や
は
り
事
業
所
の
数
を
あ
る

程
度
継
続
さ
せ
て
、
当
部
会
が
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
ま
で
我
々
地
域
の
金
融
機
関
は
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
中
心
で
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
売
り
上
げ
に
寄
与
す
る
よ
う

な
活
動
を
加
え
な
が
ら
や
っ
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
地
方
創

生
の
考
え
方
に
も
合
致
す
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　例
え
ば
、
も
の
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
。
小
さ
な
町
工
場
に
は
技
術
力
が

あ
る
。
し
か
し
な
か
な
か
売
る
方
が

苦
手
と
い
う
よ
う
な
会
社
に
集
ま
っ

て
も
ら
っ
て
、
そ
こ
で
事
業
提
案
書

を
作
り
マ
ッ
チ
ン
グ
し
な
が
ら
売
上

げ
増
加
に
寄
与
す
る
。
そ
れ
も
銀
行

の
仕
事
な
の
で
す
。
当
部
会
に
は
色
々

な
形
態
の
金
融
機
関
が
集
ま
っ
て
い

る
の
で
、
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
何

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
れ
ば
良
い
の
か
、

常
に
考
え
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　そ
う
で
す
ね
。
地
域
の
中
で
目
立

っ
て
な
い
会
社
や
商
品
な
ど
を
外
に

発
信
す
る
機
会
な
ど
は
、
な
か
な
か

自
分
で
考
え
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。

文
化
産
業
部
会
で
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

文
化
産
業
部
会

　澤
入 

敏
雅 

氏

　地
域
創
生
と
い
う
こ
と
で
は
、
産

業
観
光
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
お
客
さ

ん
に
来
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。
日
立
と
い
う
と
海
と

山
と
な
り
ま
す
が
季
節
的
要
素
が
強

い
。
年
間
を
通
し
て
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
観
光
と
し
て
産
業
観
光
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
こ
を
表
に
出
す
こ
と

で
、
日
立
は
素
晴
ら
し
い
街
な
ん
だ

と
市
民
自
身
も
気
付
く
は
ず
で
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
黙
っ
て
い
て
も
地

域
創
生
、
活
性
化
に
繋
が
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　実
際
も
の
づ
く
り
も
観
光
が
徹
底

す
れ
ば
、
新
た
な
産
物
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
食
べ
物

ば
か
り
で
は
な
く
、
ジ
オ
パ
ー
ク
で

考
え
れ
ば
石
を
お
土
産
に
す
る
こ
と

も
で
き
る
の
で
す
。
そ
う
考
え
な
が

ら
、
も
の
づ
く
り
に
絡
め
る
産
業
観

光
に
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
で
新
た

な
道
も
開
け
る
と
思
い
ま
す
。

情
報
化
委
員
会

　清
水 

副
委
員
長

　私
も
産
業
観
光
に
は
賛
成
で
す
。

み
ん
な
で
同
じ
方
向
を
向
い
て
動
け

ば
、
日
立
で
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
新

し
い
何
か
が
出
来
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　日
立
市
が
こ
れ
か
ら
も
輝
か
し
い

活
力
あ
る
街
で
あ
る
た
め
に
、
地
域

創
生
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
商
工
会
議

所
も
新
し
い
発
想
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
各
部
会
が
同
じ
方
向
を
向
き
、

更
に
連
携
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

本
日
は
長
時
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

観光環衛業部会　佐藤 泰博 氏
ブルーバード学園　理事長

商業部会　佐藤 洋一郎 氏
株式会社みどり園　代表取締役

金融財務業部会　下山田 和司 氏
株式会社常陽銀行　執行役員日立支店長

建設業部会　松山 恒男 氏
多賀土木株式会社　代表取締役会長

工業部会　宮本 洋治 氏
久慈鉄工協同組合　代表理事

情報化委員会　清水 朋彦 副委員長
丸善電機工業株式会社　代表取締役

文化産業部会　澤入 敏雅 氏
株式会社ガードケアピース　代表取締役会長

情報化委員会　武田 太志 委員長
株式会社菓匠たけだ　代表取締役

◇座談会出席者　
　商業部会 佐藤洋一郎 氏
　工業部会 宮本　洋治 氏
　建設業部会 松山　恒男 氏
　金融財務業部会 下山田和司 氏
　観光環衛業部会 佐藤　泰博 氏
　交通運輸業部会 五位野　勝 氏
　文化産業部会 澤入　敏雅 氏
◇司会　
　情報化委員会 武田　太志 委員長
　情報化委員会 清水　朋彦 副委員長

「地域創生とこれからの商工会議所の役割」
テーマ

交通運輸業部会　五位野　勝 氏
株式会社日立物流東日本営業本部 日立営業部副部長
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司
会

　武
田 

委
員
長

　か
い
ぎ
し
ょ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
新
年
号
の

特
別
企
画
と
し
て
、
今
回
も
７
部
会

長
座
談
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
、

部
会
長
の
皆
さ
ま
に
は
お
忙
し
い
中

お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
回
は
地
域
創
生
を
テ
ー
マ
に
し

て
い
き
ま
す
。
特
に
地
方
の
人
口
減

と
い
う
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
る
中
、
日
立
市
と
し
て
も
10
年
後

14
万
人
を
切
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
い
う
予
測
の
も
と
に
、
日
立

市
の
地
域
力
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
商
工
会
議
所
が
ど
の
よ
う
な

役
割
を
し
て
い
く
の
か
、
業
界
で
ど

ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
け
る
の
か
。

こ
の
会
で
新
し
い
希
望
や
次
に
繋
が

る
お
話
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　ま
ず
は
１
年
を
振
り
か
え
っ
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　で
は
、
初
め
に
商
業
部
会
か
ら
お

願
い
し
ま
す
。

新年号企画：7部会長座談会新年号企画：7部会長座談会
　地方創生を推進する中で、商工会議所が果たすべき役割とはどのようなことがあ
るのか。地域社会に根差した商工会議所ならではの特色ある取り組みについて、当
所７部会（商業・工業・建設業・金融財務業・観光環衛業・交通運輸業・文化産業）
の代表者に登場していただきました。（この座談会は昨年12月に開催しました。）

商
業
部
会

　佐
藤 

洋
一
郎 

氏

　今
年
一
番
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
は
ご
存
知
の
ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
が
昨
年
に
続
い
て
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
前
年
よ
り
規
模

が
拡
大
さ
れ
、
プ
レ
ミ
ア
ム
分
も
20

％
。
売
れ
行
き
は
好
調
で
、
手
に
入

れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
声
も
聞
い

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
消
費
者
に
受

け
入
れ
ら
れ
た
政
策
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
一
方
で
、
商
業
者
と
し
て
の

受
け
止
め
方
は
若
干
違
う
と
こ
ろ
も

あ
り
、
プ
レ
ミ
ア
ム
の
２
割
分
が
売

り
増
し
に
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
実

感
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
政
策
は
消
費

者
支
援
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
産
業

活
性
化
の
支
援
事
業
と
し
て
は
ち
ょ

っ
と
課
題
を
残
す
結
果
に
な
っ
た
か

な
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
消
費
税
増
税

が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。
私
は
食

品
を
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
、
軽
減
税

率
で
加
工
食
品
は
ど
っ
ち
に
入
る
の

か
。
消
費
者
に
は
税
率
ア
ッ
プ
に
な

り
ま
す
の
で
、
駆
け
込
み
需
要
が
少

し
あ
る
と
し
て
も
、
消
費
減
退
は
避

け
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の

時
に
各
店
や
商
店
会
で
も
新
た
な
や

り
方
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
消
費
者
に

と
っ
て
は
非
常
に
良
い
政
策
で
し
た
。

た
だ
私
も
同
じ
商
業
者
と
し
て
同
じ

実
感
で
す
。
こ
れ
か
ら
世
の
中
が
ど

う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
を
見
極
め
て

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
ね
。工
業
部
会
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

工
業
部
会

　宮
本 

洋
治 

氏

　あ
く
ま
で
も
全
部
で
は
な
い
の
で

す
が
。
工
業
部
会
で
10
月
に
景
況
懇

談
会
を
開
催
し
、
そ
の
中
で
あ
っ
た

話
で
す
が
、
我
々
製
造
業
に
関
係
す

る
事
業
所
の
売
上
げ
で
、
良
い
と
こ

ろ
で
現
状
維
持
、
中
に
は
30
％
減
と

い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

情
報
化
委
員
会
で
実
施
し
て
い
る
景

況
調
査
で
も
、
全
国
的
に
見
て
も
こ

の
地
域
の
景
況
は
あ
ま
り
よ
く
な
い
。

そ
の
中
で
私
が
痺
れ
た
の
は「
中
国
経

済
の
行
方
」の
次
に「
リ
ス
ト
ラ
」と
い

う
言
葉
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
あ
る

こ
と
で
し
た
。
現
実
、
リ
ス
ト
ラ
と

か
帰
休
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
聞

い
て
い
ま
す
。
日
立
、
高
萩
、
北
茨

城
を
含
め
た
県
北
地
域
は
他
の
県
内

地
域
と
景
況
感
が
違
う
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
。
県
北
以
外
は
比
較
的
忙

し
い
よ
う
で
す
。

　こ
の
地
域
の
製
造
業
の
あ
り
方
を

そ
ろ
そ
ろ
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
工

業
部
会
で
も
、
こ
の
実
情
を
市
と
か

県
に
説
明
し
働
き
か
け
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　

　県
内
の
景
況
判
断
か
ら
も
、
県
北

地
域
の
製
造
業
は
厳
し
い
と
の
お
話

し
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
建
設

業
部
会
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
建
設
業
部
会

　松
山 

恒
男 

氏

　建
設
業
界
で
は
2
0
1
1
年
の
大

震
災
の
復
興
防
災
関
係
の
公
共
事
業

と
い
う
仕
事
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校
・

病
院
・
事
務
所
な
ど
の
耐
震
工
事
な

ど
は
一
段
落
し
ま
し
た
が
、
特
に
海

岸
の
津
波
対
策
工
事
は
こ
れ
ま
で
応

急
復
旧
で
し
た
か
ら
、
こ
の
仕
事
は

も
う
少
し
続
き
そ
う
で
す
。

　た
だ
、
業
界
全
体
は
あ
ま
り
よ
く

あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
の
耐
震
工
事
に

つ
き
ま
し
て
は
特
殊
な
工
法
で
す
。

特
許
も
絡
ん
で
価
格
も
高
い
し
予
算

が
合
わ
ず
、
み
ん
な
苦
労
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
価
格
が
合
わ
な
い
の

で
や
ら
な
い
と
い
う
事
業
所
も
結
構

あ
り
ま
し
た
。

　部
会
と
し
て
は
今
年
度
会
員
の
若

い
方
を
対
象
に
、
池
の
川
さ
く
ら
ア

リ
ー
ナ
建
設
の
現
場
見
学
会
を
し
ま

し
た
。
あ
の
よ
う
に
大
き
い
建
物
は

こ
の
辺
に
あ
り
ま
せ
ん
し
、
部
外
者

は
立
ち
入
れ
な
い
現
場
で
す
の
で
、

参
加
し
た
み
な
さ
ん
に
は
良
い
体
験

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
日

立
市
役
所
の
建
築
工
事
見
学
な
ど
、

若
い
方
や
女
性
も
参
加
出
来
る
事
業

を
実
施
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　次
の
時
代
を
担
う
人
材
を
育
て
る

こ
と
も
商
工
会
議
所
が
果
す
べ
き
重

要
な
役
割
で
す
ね
。
そ
れ
で
は
金
融

財
務
業
部
会
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

金
融
財
務
業
部
会

　下
山
田 

和
司 

氏

　我
々
地
域
の
金
融
機
関
の
中
で
は
、

日
立
市
の
人
口
を
増
や
そ
う
と
い
ろ

い
ろ
議
論
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
日
立
市
に
住
み
た
い
と
い
う
人

を
増
や
す
た
め
に
、
新
婚
・
子
育
て

世
帯
の
支
援
策
と
し
て
住
宅
ロ
ー
ン

の
金
利
を
一
律
に
下
げ
よ
う
と
最
優

先
に
議
論
し
て
き
ま
し
た
。。
加
え
て
、

リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
も
市

と
協
定
を
結
び
協
力
し
て
や
っ
て
行

く
方
針
で
あ
り
ま
す
。
特
徴
的
な
の

は
、
こ
れ
ま
で
は
古
く
な
っ
た
建
物

を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
綺
麗
に
し
て
住
む

と
い
う
の
が
主
流
で
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
処
分
す
る
た
め
、
あ
る
い
は

他
人
に
貸
す
た
め
の
リ
フ
ォ
ー
ム
と

い
う
こ
と
で
、
時
代
の
流
れ
に
よ
っ

て
色
々
な
形
態
が
出
て
き
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　部
会
と
し
て
は
、
企
業
の
創
業
者

が
あ
る
程
度
の
年
齢
に
な
り
、
次
の

世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
く
時

期
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

事
業
承
継
と
い
う
重
要
な
課
題
に
つ

い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
一
番
有
意
義
だ
っ
た
の
は

青
年
部
と
一
緒
に
で
き
た
こ
と
で
す
。

後
を
継
ぐ
若
い
息
子
さ
ん
と
オ
ー
ナ

ー
の
お
父
さ
ん
が
同
じ
時
間
の
中
で
、

お
金
の
話
と
今
ま
で
の
感
謝
の
気
持

ち
を
含
め
た
家
族
と
の
絆
の
話
と
い

う
２
部
構
成
で
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、

非
常
に
好
評
で
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ

ー
は
28
年
度
も
青
年
部
と
計
画
段
階

か
ら
協
力
し
て
実
施
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
、
事
業
継
承
の
他
に
多
い

の
は
M
＆
A
に
つ
い
て
で
す
。
会
社

を
大
き
く
し
て
き
た
が
、
後
継
者
が

い
な
い
。
し
か
し
廃
業
は
も
っ
た
い

な
い
。
そ
ん
な
時
に
良
い
縁
組
み
が

で
き
れ
ば
、
従
業
員
の
雇
用
は
続
け

ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

金
融
財
務
業
部
会
と
し
て
も
取
り
あ

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　昨
今
の
商
店
街
の
中
で
も
後
継
ぎ

が
い
な
い
と
い
う
の
が
問
題
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
他
人
で
あ
っ
て
も

う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
方
法
、
仕
組

み
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
観
光
環

衛
業
部
会
で
は
ど
う
で
す
か
。

観
光
環
衛
業
部
会

　佐
藤 

泰
博 

氏

　我
々
の
部
会
は
サ
ー
ビ
ス
業
の
集

ま
り
で
す
。
旅
館
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
、
美
容
室
や
飲
食
店
な
ど
で
す
が
、

特
に
厳
し
い
業
界
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
毎
月
部
会
の
議
員
が
集
ま

り
団
結
力
を
持
っ
て
、
こ
れ
ま
で
色
々

な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
厳
し
い
時
代
で
す
の
で
、

辞
め
て
い
く
方
も
増
え
て
い
る
。
そ

れ
が
現
実
で
す
の
で
、
我
々
事
業
者

と
商
工
会
議
所
、
行
政
、
関
係
団
体

が
同
じ
方
向
を
向
き
、
こ
れ
か
ら
ど

う
や
っ
て
活
性
化
さ
せ
て
い
く
か
を

考
え
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　こ
の
地
域
全
体
で
同
じ
方
向
を
向

い
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

そ
れ
で
は
交
通
運
輸
業
部
会
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

交
通
運
輸
業
部
会

　五
位
野

　勝 

氏

　当
部
会
は
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
、
自
動
車
整
備
業
な
ど
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
直
近
で
は
自
動

車
の
燃
料
価
格
が
非
常
に
下
が
っ
て

き
て
い
る
状
況
で
、
も
う
少
し
下
が

っ
て
く
る
と
業
界
と
し
て
は
非
常
に

助
か
る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
な
が
ら
そ
の
反
面
、
業
界

で
一
番
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
ド

ラ
イ
バ
ー
の
人
材
不
足
で
す
。
賃
金

が
な
か
な
か
上
が
ら
な
い
。
昔
で
言

う
3
K
の
業
界
で
あ
る
こ
と
と
、
さ

ら
に
免
許
の
制
度
で
4
t
車
が
乗
れ

な
い
者
。
若
者
の
自
動
車
離
れ
と
い

っ
た
と
こ
ろ
が
大
き
く
影
響
し
て
お

り
、
こ
れ
を
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　当
部
会
と
し
て
は
、
視
察
受
け
入

れ
等
社
会
貢
献
活
動
を
し
て
い
る
事

業
所
を
実
際
に
見
る
こ
と
に
よ
り
、

好
事
例
を
自
社
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
全
体
と
し
て
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
繋
が
る
よ
う
視
察
研
修
を
行

う
と
と
も
に
、
職
場
体
験
事
業
を
行

い
ま
し
た
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　建
設
業
と
同
じ
よ
う
に
人
材
の
確

保
が
大
変
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

少
子
化
と
い
う
中
で
、
業
界
の
未
来

を
背
負
う
人
材
の
育
成
と
い
う
の
も
、

商
工
会
議
所
で
取
組
む
必
要
が
あ
る

事
業
に
な
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

文
化
産
業
部
会
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

文
化
産
業
部
会

　澤
入 

敏
雅 

氏

　文
化
産
業
部
会
と
い
う
の
は
同
業

で
は
な
く
異
業
種
の
集
ま
り
の
部
会

で
す
。
で
す
の
で
、
部
会
員
間
の
情

報
交
換
を
中
心
に
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　業
界
と
し
て
の
状
況
は
、
そ
ろ
ば

ん
な
ど
塾
関
係
で
は
人
口
減
少
と
少

子
化
で
生
徒
が
減
っ
て
い
て
経
営
が

大
変
だ
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
私
の

よ
う
な
交
通
誘
導
の
警
備
会
社
で
す

と
、
こ
の
度
の
災
害
が
非
常
に
大
き

か
っ
た
の
で
、
復
興
と
い
う
仕
事
の

中
で
は
も
の
す
ご
く
忙
し
い
。
た
だ

忙
し
い
と
は
言
っ
て
も
、
建
設
業
同

様
に
価
格
が
合
わ
ず
、
忙
し
い
割
に

は
利
益
が
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
と

い
う
状
況
で
す
。

　不
動
産
業
で
は
、
そ
の
人
の
技
量

で
動
い
て
い
ま
す
か
ら
、
良
い
悪
い

の
差
が
も
の
す
ご
く
あ
る
よ
う
で
す
。

な
の
で
、
部
会
と
し
て
と
い
う
と
こ

ろ
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
、
同
じ

部
会
の
中
で
違
う
業
種
の
人
の
話
を

聞
き
な
が
ら
、
様
々
な
業
界
に
つ
い

て
勉
強
を
し
な
が
ら
情
報
交
換
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
１
年

を
振
り
か
え
っ
て
皆
さ
ん
か
ら
お
話

し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
こ
か
ら
は
地
域
創
生
や
地
域
活

性
化
に
つ
い
て
、
商
工
会
議
所
と
し

て
日
立
ら
し
さ
を
出
し
な
が
ら
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
出
来
る
の
か
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
け
ば
い

い
の
か
と
い
う
こ
と
を
語
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

商
業
部
会

　佐
藤 

洋
一
郎 

氏

　来
年
度
、
部
会
の
中
で
考
え
て
い

る
の
は
、
ま
だ
仮
称
で
す
が
立
商
塾

を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
、
今
ま
で
誰
も
や
ら
な
か
っ
た
こ

と
、
面
白
そ
う
な
こ
と
を
や
れ
な
い

だ
ろ
う
か
と
模
索
し
て
み
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。
地
方
な
ら
で
は
と
い

う
こ
と
に
も
繋
が
る
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
私
は
商
店
会
の
代
表
に

も
な
っ
て
運
営
を
し
て
い
ま
す
が
、

全
員
の
都
合
や
意
見
が
あ
り
、
最
初

は
面
白
い
活
動
で
も
角
が
と
れ
て
、

ま
る
っ
こ
い
、
ど
こ
で
も
や
る
よ
う

な
事
し
か
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
う
い
う
事
で
は
な
く
、
商
業
を
テ

ー
マ
に
地
域
に
根
差
し
た
面
白
い
取

組
み
を
模
索
し
な
が
ら
や
っ
て
い
け

る
組
織
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　物
を
作
る
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
、

場
所
作
り
な
ど
、
合
わ
せ
技
で
も
い

い
し
。
地
域
色
豊
か
に
し
て
面
白
い

も
の
を
や
っ
て
み
る
。
そ
の
上
で
、

も
し
あ
れ
ば
日
立
ら
し
さ
、
逆
に
な

け
れ
ば
日
立
ら
し
さ
を
そ
こ
か
ら
作

っ
て
い
け
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　商
工
会
議
所
と
し
て
も
、
今
ま
で

や
っ
て
き
た
事
業
で
い
い
の
か
、
継

続
も
大
切
で
す
が
、
場
合
よ
っ
て
は

事
業
の
見
直
し
や
、
変
わ
っ
た
こ
と

で
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
去
年
か
ら
変
化
と
い
う
キ

ー
ワ
ー
ド
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
れ
を
活
動
の
テ
ー
マ
に
や
っ

て
い
き
た
い
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　こ
こ
で
変
化
と
い
う
言
葉
が
出
ま

し
た
が
工
業
部
会
で
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

工
業
部
会

　宮
本 

洋
治 

氏

　確
か
に
従
来
の
製
造
業
の
ス
タ
イ

ル
で
は
成
り
立
た
な
い
状
況
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
人
口
が
減
れ
ば
当

然
な
が
ら
就
業
人
口
も
減
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
製

造
業
と
し
て
や
っ
て
い
け
る
か
ど
う

か
と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

で
も
こ
こ
で
我
々
事
業
者
が
頑
張
れ

ば
地
域
も
良
く
な
る
の
か
な
と
思
う

部
分
も
あ
り
ま
す
。
製
造
業
の
業
種

転
換
は
す
ぐ
に
い
か
な
い
が
、
従
来

型
の
下
請
け
の
仕
事
で
は
成
り
立
た

な
い
の
で
、
新
し
い
仕
事
を
見
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
下
請
け
型
で

な
く
自
立
し
た
形
で
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

な
企
業
を
目
指
す
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。　部

会
と
し
て
、「
こ
れ
だ
」と
い
う

こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
が
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
経
営
面
の
立
ち
位

置
を
早
く
明
確
に
み
え
る
よ
う
な
お

手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
い
う
気
持
ち

で
お
り
ま
す
。
具
体
的
に
何
が
良
い

か
と
い
う
と
難
し
い
で
す
が
、
皆
さ

ん
こ
の
ま
ま
で
は
成
り
立
た
な
い
こ

と
は
重
々
分
か
っ
て
い
る
の
で
、
従

来
型
の
事
業
の
脱
却
が
必
要
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
お
手

伝
い
を
し
て
い
く
こ
と
が
い
い
の
か

な
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
交
通
運

輸
業
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

交
通
運
輸
業
部
会

　五
位
野

　勝 

氏

　我
々
の
業
界
が
地
域
に
ど
う
貢
献

で
き
る
か
と
い
う
と
、
ト
ラ
ッ
ク
の

安
全
な
輸
送
、
安
全
な
運
転
が
一
番

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
茨
城
県
は
交

通
マ
ナ
ー
が
悪
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

事
故
の
な
い
安
全
な
輸
送
が
地
域
へ

の
貢
献
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　部
会
と
し
て
は
人
材
不
足
と
冒
頭

に
も
言
い
ま
し
た
が
、
工
業
高
校
生

を
中
心
に
職
場
体
験
と
い
う
形
で
業

界
を
体
験
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
企
業
、
い
ろ
い
ろ
な
業

界
の
若
い
方
に
興
味
を
も
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
や

っ
て
い
く
こ
と
で
、
業
界
の
人
材
確

保
も
出
来
、
街
の
活
性
化
に
繋
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
と

こ
ろ
を
来
年
度
も
、
も
う
少
し
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
建

設
業
部
会
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

建
設
業
部
会

　松
山 

恒
男 

氏

　雇
用
面
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
仕
事

に
魅
力
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
私

の
と
こ
ろ
で
は
週
休
2
日
制
の
徹
底

を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
高
年
齢
の

方
に
も
働
い
て
も
ら
う
た
め
に
、
定

年
は
65
歳
に
。
あ
と
は
建
設
小
町
と

い
う
か
、
女
性
の
手
も
借
り
て
い
き

た
い
。
施
工
管
理
者
と
か
ダ
ン
プ
の

ド
ラ
イ
バ
ー
と
か
建
設
機
械
と
か
建

設
小
町
は
現
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

女
性
に
は
も
う
少
し
入
っ
て
来
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　業
界
で
は
中
学
生
対
象
に
現
場
見

学
会
や
、
建
築
体
験
、
建
設
機
械
の

体
験
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
工
業

高
校
生
や
専
門
学
校
生
に
は
実
習
も

行
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
我
々
が

作
っ
た
も
の
は
50
年
後
、
1
0
0
年

後
に
地
図
に
残
る
仕
事
だ
と
、
体
験

を
通
し
て
若
い
人
に
夢
を
持
っ
て
も

ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
何
か
あ
っ
た
時
に
は
、
組

織
の
力
と
い
う
の
が
非
常
に
重
要
で

す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
し
っ
か
り
対

応
す
る
た
め
に
も
業
界
と
し
て
も
商

工
会
議
所
と
し
て
も
会
員
を
増
強
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
方
創
生
に

は
そ
れ
が
必
要
で
す
。
各
自
が
他
人

に
し
て
も
ら
う
の
を
期
待
す
る
の
で

は
な
く
、
自
分
が
他
人
の
た
め
に
何

が
で
き
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
、
繁

栄
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
商

工
会
議
所
に
入
る
こ
と
は
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
の
だ
し
、
一
歩
で
も
二
歩
で

も
自
社
が
良
く
な
る
よ
う
に
入
っ
て

も
ら
い
、
何
か
問
題
が
あ
れ
ば
早
く

伝
え
ら
れ
る
し
、
良
い
方
向
に
舵
を

切
れ
る
訳
で
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　事
業
を
す
る
に
し
て
も
、
要
望
活

動
を
行
う
に
し
て
も
組
織
力
と
い
う

の
は
非
常
に
重
要
だ
と
私
も
思
い
ま

す
。
商
工
会
議
所
を
一
つ
の
き
っ
か

け
に
し
て
各
会
員
も
交
流
出
来
れ
ば
、

色
々
な
情
報
交
換
も
出
来
る
し
、
も

し
何
か
あ
っ
た
時
に
は
助
け
て
も
ら

え
ま
す
。

　地
域
創
生
へ
の
今
後
の
展
望
な
ど

観
光
環
衛
業
部
会
や
金
融
財
務
業
部

会
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

観
光
環
衛
業
部
会

　佐
藤 

泰
博 

氏

　我
が
部
会
は
日
立
の
イ
ベ
ン
ト
等

の
支
援
、
協
力
は
継
続
し
て
や
っ
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
今
取
り
組
ん
で

い
る
の
は
、
日
立
市
内
の
飲
食
店
マ

ッ
プ
の
作
成
で
す
。
日
立
・
多
賀
・

大
み
か
地
区
の
飲
食
店
の
マ
ッ
プ
づ

く
り
を
や
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
の
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
、
飲
食

店
の
方
々
に
声
を
掛
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　ま
た
、
地
域
の
色
々
な
団
体
等
の

方
と
懇
談
す
る
場
を
設
け
勉
強
会
を

続
け
て
い
ま
す
。
と
に
か
く
何
か
や

ら
な
い
と
い
け
な
い
。
実
は
こ
の
部

会
は
若
い
2
代
目
が
多
い
の
で
、
そ

の
若
い
人
と
一
緒
に
な
っ
て
一
生
懸

命
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

金
融
財
務
業
部
会

　下
山
田 

和
司 

氏

　金
融
財
務
部
会
の
話
を
さ
せ
て
も

ら
え
れ
ば
、
企
業
継
続
の
支
援
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
融
資
制
度
の
説
明

会
は
当
部
会
の
大
き
な
役
割
で
、
そ

れ
は
創
業
支
援
と
い
う
意
味
合
い
も

あ
り
ま
す
。
商
工
会
議
所
の
会
員
数

が
激
減
傾
向
に
あ
る
中
で
、
夢
を
も

っ
て
起
業
す
る
若
者
に
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
の
お
手
伝
い
と
、
よ
ろ
ず
相
談
と

い
う
も
の
を
継
続
し
て
や
っ
て
い
き

た
い
。

　地
域
創
生
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
、

人
口
を
増
や
す
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

今
14
歳
の
女
の
子
が
ど
れ
だ
け
地
域

に
残
れ
る
か
と
い
う
の
が
大
き
な
鍵

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
仕

事
場
が
な
い
と
地
域
に
人
は
残
れ
ま

せ
ん
。
や
は
り
事
業
所
の
数
を
あ
る

程
度
継
続
さ
せ
て
、
当
部
会
が
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
ま
で
我
々
地
域
の
金
融
機
関
は
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
中
心
で
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
売
り
上
げ
に
寄
与
す
る
よ
う

な
活
動
を
加
え
な
が
ら
や
っ
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
地
方
創

生
の
考
え
方
に
も
合
致
す
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　例
え
ば
、
も
の
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
。
小
さ
な
町
工
場
に
は
技
術
力
が

あ
る
。
し
か
し
な
か
な
か
売
る
方
が

苦
手
と
い
う
よ
う
な
会
社
に
集
ま
っ

て
も
ら
っ
て
、
そ
こ
で
事
業
提
案
書

を
作
り
マ
ッ
チ
ン
グ
し
な
が
ら
売
上

げ
増
加
に
寄
与
す
る
。
そ
れ
も
銀
行

の
仕
事
な
の
で
す
。
当
部
会
に
は
色
々

な
形
態
の
金
融
機
関
が
集
ま
っ
て
い

る
の
で
、
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
何

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
れ
ば
良
い
の
か
、

常
に
考
え
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　そ
う
で
す
ね
。
地
域
の
中
で
目
立

っ
て
な
い
会
社
や
商
品
な
ど
を
外
に

発
信
す
る
機
会
な
ど
は
、
な
か
な
か

自
分
で
考
え
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。

文
化
産
業
部
会
で
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

文
化
産
業
部
会

　澤
入 

敏
雅 

氏

　地
域
創
生
と
い
う
こ
と
で
は
、
産

業
観
光
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
お
客
さ

ん
に
来
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。
日
立
と
い
う
と
海
と

山
と
な
り
ま
す
が
季
節
的
要
素
が
強

い
。
年
間
を
通
し
て
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
観
光
と
し
て
産
業
観
光
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
こ
を
表
に
出
す
こ
と

で
、
日
立
は
素
晴
ら
し
い
街
な
ん
だ

と
市
民
自
身
も
気
付
く
は
ず
で
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
黙
っ
て
い
て
も
地

域
創
生
、
活
性
化
に
繋
が
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　実
際
も
の
づ
く
り
も
観
光
が
徹
底

す
れ
ば
、
新
た
な
産
物
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
食
べ
物

ば
か
り
で
は
な
く
、
ジ
オ
パ
ー
ク
で

考
え
れ
ば
石
を
お
土
産
に
す
る
こ
と

も
で
き
る
の
で
す
。
そ
う
考
え
な
が

ら
、
も
の
づ
く
り
に
絡
め
る
産
業
観

光
に
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
で
新
た

な
道
も
開
け
る
と
思
い
ま
す
。

情
報
化
委
員
会

　清
水 

副
委
員
長

　私
も
産
業
観
光
に
は
賛
成
で
す
。

み
ん
な
で
同
じ
方
向
を
向
い
て
動
け

ば
、
日
立
で
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
新

し
い
何
か
が
出
来
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　日
立
市
が
こ
れ
か
ら
も
輝
か
し
い

活
力
あ
る
街
で
あ
る
た
め
に
、
地
域

創
生
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
商
工
会
議

所
も
新
し
い
発
想
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
各
部
会
が
同
じ
方
向
を
向
き
、

更
に
連
携
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

本
日
は
長
時
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

観光環衛業部会　佐藤 泰博 氏
ブルーバード学園　理事長

商業部会　佐藤 洋一郎 氏
株式会社みどり園　代表取締役

金融財務業部会　下山田 和司 氏
株式会社常陽銀行　執行役員日立支店長

建設業部会　松山 恒男 氏
多賀土木株式会社　代表取締役会長

工業部会　宮本 洋治 氏
久慈鉄工協同組合　代表理事

情報化委員会　清水 朋彦 副委員長
丸善電機工業株式会社　代表取締役

文化産業部会　澤入 敏雅 氏
株式会社ガードケアピース　代表取締役会長

情報化委員会　武田 太志 委員長
株式会社菓匠たけだ　代表取締役

◇座談会出席者　
　商業部会 佐藤洋一郎 氏
　工業部会 宮本　洋治 氏
　建設業部会 松山　恒男 氏
　金融財務業部会 下山田和司 氏
　観光環衛業部会 佐藤　泰博 氏
　交通運輸業部会 五位野　勝 氏
　文化産業部会 澤入　敏雅 氏
◇司会　
　情報化委員会 武田　太志 委員長
　情報化委員会 清水　朋彦 副委員長

「地域創生とこれからの商工会議所の役割」
テーマ

交通運輸業部会　五位野　勝 氏
株式会社日立物流東日本営業本部 日立営業部副部長
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司
会

　武
田 

委
員
長

　か
い
ぎ
し
ょ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
新
年
号
の

特
別
企
画
と
し
て
、
今
回
も
７
部
会

長
座
談
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
、

部
会
長
の
皆
さ
ま
に
は
お
忙
し
い
中

お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
回
は
地
域
創
生
を
テ
ー
マ
に
し

て
い
き
ま
す
。
特
に
地
方
の
人
口
減

と
い
う
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
る
中
、
日
立
市
と
し
て
も
10
年
後

14
万
人
を
切
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
い
う
予
測
の
も
と
に
、
日
立

市
の
地
域
力
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
商
工
会
議
所
が
ど
の
よ
う
な

役
割
を
し
て
い
く
の
か
、
業
界
で
ど

ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
け
る
の
か
。

こ
の
会
で
新
し
い
希
望
や
次
に
繋
が

る
お
話
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　ま
ず
は
１
年
を
振
り
か
え
っ
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　で
は
、
初
め
に
商
業
部
会
か
ら
お

願
い
し
ま
す
。

新年号企画：7部会長座談会新年号企画：7部会長座談会
　地方創生を推進する中で、商工会議所が果たすべき役割とはどのようなことがあ
るのか。地域社会に根差した商工会議所ならではの特色ある取り組みについて、当
所７部会（商業・工業・建設業・金融財務業・観光環衛業・交通運輸業・文化産業）
の代表者に登場していただきました。（この座談会は昨年12月に開催しました。）

商
業
部
会

　佐
藤 

洋
一
郎 

氏

　今
年
一
番
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
は
ご
存
知
の
ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
が
昨
年
に
続
い
て
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
前
年
よ
り
規
模

が
拡
大
さ
れ
、
プ
レ
ミ
ア
ム
分
も
20

％
。
売
れ
行
き
は
好
調
で
、
手
に
入

れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
声
も
聞
い

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
消
費
者
に
受

け
入
れ
ら
れ
た
政
策
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
一
方
で
、
商
業
者
と
し
て
の

受
け
止
め
方
は
若
干
違
う
と
こ
ろ
も

あ
り
、
プ
レ
ミ
ア
ム
の
２
割
分
が
売

り
増
し
に
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
実

感
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
政
策
は
消
費

者
支
援
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
産
業

活
性
化
の
支
援
事
業
と
し
て
は
ち
ょ

っ
と
課
題
を
残
す
結
果
に
な
っ
た
か

な
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
消
費
税
増
税

が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。
私
は
食

品
を
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
、
軽
減
税

率
で
加
工
食
品
は
ど
っ
ち
に
入
る
の

か
。
消
費
者
に
は
税
率
ア
ッ
プ
に
な

り
ま
す
の
で
、
駆
け
込
み
需
要
が
少

し
あ
る
と
し
て
も
、
消
費
減
退
は
避

け
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の

時
に
各
店
や
商
店
会
で
も
新
た
な
や

り
方
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
消
費
者
に

と
っ
て
は
非
常
に
良
い
政
策
で
し
た
。

た
だ
私
も
同
じ
商
業
者
と
し
て
同
じ

実
感
で
す
。
こ
れ
か
ら
世
の
中
が
ど

う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
を
見
極
め
て

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
ね
。工
業
部
会
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

工
業
部
会

　宮
本 

洋
治 

氏

　あ
く
ま
で
も
全
部
で
は
な
い
の
で

す
が
。
工
業
部
会
で
10
月
に
景
況
懇

談
会
を
開
催
し
、
そ
の
中
で
あ
っ
た

話
で
す
が
、
我
々
製
造
業
に
関
係
す

る
事
業
所
の
売
上
げ
で
、
良
い
と
こ

ろ
で
現
状
維
持
、
中
に
は
30
％
減
と

い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

情
報
化
委
員
会
で
実
施
し
て
い
る
景

況
調
査
で
も
、
全
国
的
に
見
て
も
こ

の
地
域
の
景
況
は
あ
ま
り
よ
く
な
い
。

そ
の
中
で
私
が
痺
れ
た
の
は「
中
国
経

済
の
行
方
」の
次
に「
リ
ス
ト
ラ
」と
い

う
言
葉
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
あ
る

こ
と
で
し
た
。
現
実
、
リ
ス
ト
ラ
と

か
帰
休
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
聞

い
て
い
ま
す
。
日
立
、
高
萩
、
北
茨

城
を
含
め
た
県
北
地
域
は
他
の
県
内

地
域
と
景
況
感
が
違
う
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
。
県
北
以
外
は
比
較
的
忙

し
い
よ
う
で
す
。

　こ
の
地
域
の
製
造
業
の
あ
り
方
を

そ
ろ
そ
ろ
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
工

業
部
会
で
も
、
こ
の
実
情
を
市
と
か

県
に
説
明
し
働
き
か
け
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　

　県
内
の
景
況
判
断
か
ら
も
、
県
北

地
域
の
製
造
業
は
厳
し
い
と
の
お
話

し
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
建
設

業
部
会
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
建
設
業
部
会

　松
山 

恒
男 

氏

　建
設
業
界
で
は
2
0
1
1
年
の
大

震
災
の
復
興
防
災
関
係
の
公
共
事
業

と
い
う
仕
事
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校
・

病
院
・
事
務
所
な
ど
の
耐
震
工
事
な

ど
は
一
段
落
し
ま
し
た
が
、
特
に
海

岸
の
津
波
対
策
工
事
は
こ
れ
ま
で
応

急
復
旧
で
し
た
か
ら
、
こ
の
仕
事
は

も
う
少
し
続
き
そ
う
で
す
。

　た
だ
、
業
界
全
体
は
あ
ま
り
よ
く

あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
の
耐
震
工
事
に

つ
き
ま
し
て
は
特
殊
な
工
法
で
す
。

特
許
も
絡
ん
で
価
格
も
高
い
し
予
算

が
合
わ
ず
、
み
ん
な
苦
労
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
価
格
が
合
わ
な
い
の

で
や
ら
な
い
と
い
う
事
業
所
も
結
構

あ
り
ま
し
た
。

　部
会
と
し
て
は
今
年
度
会
員
の
若

い
方
を
対
象
に
、
池
の
川
さ
く
ら
ア

リ
ー
ナ
建
設
の
現
場
見
学
会
を
し
ま

し
た
。
あ
の
よ
う
に
大
き
い
建
物
は

こ
の
辺
に
あ
り
ま
せ
ん
し
、
部
外
者

は
立
ち
入
れ
な
い
現
場
で
す
の
で
、

参
加
し
た
み
な
さ
ん
に
は
良
い
体
験

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
日

立
市
役
所
の
建
築
工
事
見
学
な
ど
、

若
い
方
や
女
性
も
参
加
出
来
る
事
業

を
実
施
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　次
の
時
代
を
担
う
人
材
を
育
て
る

こ
と
も
商
工
会
議
所
が
果
す
べ
き
重

要
な
役
割
で
す
ね
。
そ
れ
で
は
金
融

財
務
業
部
会
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

金
融
財
務
業
部
会

　下
山
田 

和
司 

氏

　我
々
地
域
の
金
融
機
関
の
中
で
は
、

日
立
市
の
人
口
を
増
や
そ
う
と
い
ろ

い
ろ
議
論
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
日
立
市
に
住
み
た
い
と
い
う
人

を
増
や
す
た
め
に
、
新
婚
・
子
育
て

世
帯
の
支
援
策
と
し
て
住
宅
ロ
ー
ン

の
金
利
を
一
律
に
下
げ
よ
う
と
最
優

先
に
議
論
し
て
き
ま
し
た
。。
加
え
て
、

リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
も
市

と
協
定
を
結
び
協
力
し
て
や
っ
て
行

く
方
針
で
あ
り
ま
す
。
特
徴
的
な
の

は
、
こ
れ
ま
で
は
古
く
な
っ
た
建
物

を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
綺
麗
に
し
て
住
む

と
い
う
の
が
主
流
で
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
処
分
す
る
た
め
、
あ
る
い
は

他
人
に
貸
す
た
め
の
リ
フ
ォ
ー
ム
と

い
う
こ
と
で
、
時
代
の
流
れ
に
よ
っ

て
色
々
な
形
態
が
出
て
き
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　部
会
と
し
て
は
、
企
業
の
創
業
者

が
あ
る
程
度
の
年
齢
に
な
り
、
次
の

世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
く
時

期
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

事
業
承
継
と
い
う
重
要
な
課
題
に
つ

い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
一
番
有
意
義
だ
っ
た
の
は

青
年
部
と
一
緒
に
で
き
た
こ
と
で
す
。

後
を
継
ぐ
若
い
息
子
さ
ん
と
オ
ー
ナ

ー
の
お
父
さ
ん
が
同
じ
時
間
の
中
で
、

お
金
の
話
と
今
ま
で
の
感
謝
の
気
持

ち
を
含
め
た
家
族
と
の
絆
の
話
と
い

う
２
部
構
成
で
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、

非
常
に
好
評
で
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ

ー
は
28
年
度
も
青
年
部
と
計
画
段
階

か
ら
協
力
し
て
実
施
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
、
事
業
継
承
の
他
に
多
い

の
は
M
＆
A
に
つ
い
て
で
す
。
会
社

を
大
き
く
し
て
き
た
が
、
後
継
者
が

い
な
い
。
し
か
し
廃
業
は
も
っ
た
い

な
い
。
そ
ん
な
時
に
良
い
縁
組
み
が

で
き
れ
ば
、
従
業
員
の
雇
用
は
続
け

ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

金
融
財
務
業
部
会
と
し
て
も
取
り
あ

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　昨
今
の
商
店
街
の
中
で
も
後
継
ぎ

が
い
な
い
と
い
う
の
が
問
題
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
他
人
で
あ
っ
て
も

う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
方
法
、
仕
組

み
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
観
光
環

衛
業
部
会
で
は
ど
う
で
す
か
。

観
光
環
衛
業
部
会

　佐
藤 

泰
博 

氏

　我
々
の
部
会
は
サ
ー
ビ
ス
業
の
集

ま
り
で
す
。
旅
館
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
、
美
容
室
や
飲
食
店
な
ど
で
す
が
、

特
に
厳
し
い
業
界
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
毎
月
部
会
の
議
員
が
集
ま

り
団
結
力
を
持
っ
て
、
こ
れ
ま
で
色
々

な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
厳
し
い
時
代
で
す
の
で
、

辞
め
て
い
く
方
も
増
え
て
い
る
。
そ

れ
が
現
実
で
す
の
で
、
我
々
事
業
者

と
商
工
会
議
所
、
行
政
、
関
係
団
体

が
同
じ
方
向
を
向
き
、
こ
れ
か
ら
ど

う
や
っ
て
活
性
化
さ
せ
て
い
く
か
を

考
え
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　こ
の
地
域
全
体
で
同
じ
方
向
を
向

い
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

そ
れ
で
は
交
通
運
輸
業
部
会
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

交
通
運
輸
業
部
会

　五
位
野

　勝 

氏

　当
部
会
は
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
、
自
動
車
整
備
業
な
ど
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
直
近
で
は
自
動

車
の
燃
料
価
格
が
非
常
に
下
が
っ
て

き
て
い
る
状
況
で
、
も
う
少
し
下
が

っ
て
く
る
と
業
界
と
し
て
は
非
常
に

助
か
る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
な
が
ら
そ
の
反
面
、
業
界

で
一
番
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
ド

ラ
イ
バ
ー
の
人
材
不
足
で
す
。
賃
金

が
な
か
な
か
上
が
ら
な
い
。
昔
で
言

う
3
K
の
業
界
で
あ
る
こ
と
と
、
さ

ら
に
免
許
の
制
度
で
4
t
車
が
乗
れ

な
い
者
。
若
者
の
自
動
車
離
れ
と
い

っ
た
と
こ
ろ
が
大
き
く
影
響
し
て
お

り
、
こ
れ
を
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　当
部
会
と
し
て
は
、
視
察
受
け
入

れ
等
社
会
貢
献
活
動
を
し
て
い
る
事

業
所
を
実
際
に
見
る
こ
と
に
よ
り
、

好
事
例
を
自
社
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
全
体
と
し
て
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
繋
が
る
よ
う
視
察
研
修
を
行

う
と
と
も
に
、
職
場
体
験
事
業
を
行

い
ま
し
た
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　建
設
業
と
同
じ
よ
う
に
人
材
の
確

保
が
大
変
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

少
子
化
と
い
う
中
で
、
業
界
の
未
来

を
背
負
う
人
材
の
育
成
と
い
う
の
も
、

商
工
会
議
所
で
取
組
む
必
要
が
あ
る

事
業
に
な
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

文
化
産
業
部
会
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

文
化
産
業
部
会

　澤
入 

敏
雅 

氏

　文
化
産
業
部
会
と
い
う
の
は
同
業

で
は
な
く
異
業
種
の
集
ま
り
の
部
会

で
す
。
で
す
の
で
、
部
会
員
間
の
情

報
交
換
を
中
心
に
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　業
界
と
し
て
の
状
況
は
、
そ
ろ
ば

ん
な
ど
塾
関
係
で
は
人
口
減
少
と
少

子
化
で
生
徒
が
減
っ
て
い
て
経
営
が

大
変
だ
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
私
の

よ
う
な
交
通
誘
導
の
警
備
会
社
で
す

と
、
こ
の
度
の
災
害
が
非
常
に
大
き

か
っ
た
の
で
、
復
興
と
い
う
仕
事
の

中
で
は
も
の
す
ご
く
忙
し
い
。
た
だ

忙
し
い
と
は
言
っ
て
も
、
建
設
業
同

様
に
価
格
が
合
わ
ず
、
忙
し
い
割
に

は
利
益
が
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
と

い
う
状
況
で
す
。

　不
動
産
業
で
は
、
そ
の
人
の
技
量

で
動
い
て
い
ま
す
か
ら
、
良
い
悪
い

の
差
が
も
の
す
ご
く
あ
る
よ
う
で
す
。

な
の
で
、
部
会
と
し
て
と
い
う
と
こ

ろ
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
、
同
じ

部
会
の
中
で
違
う
業
種
の
人
の
話
を

聞
き
な
が
ら
、
様
々
な
業
界
に
つ
い

て
勉
強
を
し
な
が
ら
情
報
交
換
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

司
会

　武
田 
委
員
長

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
１
年

を
振
り
か
え
っ
て
皆
さ
ん
か
ら
お
話

し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
こ
か
ら
は
地
域
創
生
や
地
域
活

性
化
に
つ
い
て
、
商
工
会
議
所
と
し

て
日
立
ら
し
さ
を
出
し
な
が
ら
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
出
来
る
の
か
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
け
ば
い

い
の
か
と
い
う
こ
と
を
語
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

商
業
部
会

　佐
藤 

洋
一
郎 

氏

　来
年
度
、
部
会
の
中
で
考
え
て
い

る
の
は
、
ま
だ
仮
称
で
す
が
立
商
塾

を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
、
今
ま
で
誰
も
や
ら
な
か
っ
た
こ

と
、
面
白
そ
う
な
こ
と
を
や
れ
な
い

だ
ろ
う
か
と
模
索
し
て
み
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。
地
方
な
ら
で
は
と
い

う
こ
と
に
も
繋
が
る
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
私
は
商
店
会
の
代
表
に

も
な
っ
て
運
営
を
し
て
い
ま
す
が
、

全
員
の
都
合
や
意
見
が
あ
り
、
最
初

は
面
白
い
活
動
で
も
角
が
と
れ
て
、

ま
る
っ
こ
い
、
ど
こ
で
も
や
る
よ
う

な
事
し
か
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
う
い
う
事
で
は
な
く
、
商
業
を
テ

ー
マ
に
地
域
に
根
差
し
た
面
白
い
取

組
み
を
模
索
し
な
が
ら
や
っ
て
い
け

る
組
織
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　物
を
作
る
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
、

場
所
作
り
な
ど
、
合
わ
せ
技
で
も
い

い
し
。
地
域
色
豊
か
に
し
て
面
白
い

も
の
を
や
っ
て
み
る
。
そ
の
上
で
、

も
し
あ
れ
ば
日
立
ら
し
さ
、
逆
に
な

け
れ
ば
日
立
ら
し
さ
を
そ
こ
か
ら
作

っ
て
い
け
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　商
工
会
議
所
と
し
て
も
、
今
ま
で

や
っ
て
き
た
事
業
で
い
い
の
か
、
継

続
も
大
切
で
す
が
、
場
合
よ
っ
て
は

事
業
の
見
直
し
や
、
変
わ
っ
た
こ
と

で
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
去
年
か
ら
変
化
と
い
う
キ

ー
ワ
ー
ド
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
れ
を
活
動
の
テ
ー
マ
に
や
っ

て
い
き
た
い
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　こ
こ
で
変
化
と
い
う
言
葉
が
出
ま

し
た
が
工
業
部
会
で
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

工
業
部
会

　宮
本 

洋
治 

氏

　確
か
に
従
来
の
製
造
業
の
ス
タ
イ

ル
で
は
成
り
立
た
な
い
状
況
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
人
口
が
減
れ
ば
当

然
な
が
ら
就
業
人
口
も
減
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
製

造
業
と
し
て
や
っ
て
い
け
る
か
ど
う

か
と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

で
も
こ
こ
で
我
々
事
業
者
が
頑
張
れ

ば
地
域
も
良
く
な
る
の
か
な
と
思
う

部
分
も
あ
り
ま
す
。
製
造
業
の
業
種

転
換
は
す
ぐ
に
い
か
な
い
が
、
従
来

型
の
下
請
け
の
仕
事
で
は
成
り
立
た

な
い
の
で
、
新
し
い
仕
事
を
見
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
下
請
け
型
で

な
く
自
立
し
た
形
で
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

な
企
業
を
目
指
す
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。　部

会
と
し
て
、「
こ
れ
だ
」と
い
う

こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
が
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
経
営
面
の
立
ち
位

置
を
早
く
明
確
に
み
え
る
よ
う
な
お

手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
い
う
気
持
ち

で
お
り
ま
す
。
具
体
的
に
何
が
良
い

か
と
い
う
と
難
し
い
で
す
が
、
皆
さ

ん
こ
の
ま
ま
で
は
成
り
立
た
な
い
こ

と
は
重
々
分
か
っ
て
い
る
の
で
、
従

来
型
の
事
業
の
脱
却
が
必
要
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
お
手

伝
い
を
し
て
い
く
こ
と
が
い
い
の
か

な
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
交
通
運

輸
業
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

交
通
運
輸
業
部
会

　五
位
野

　勝 

氏

　我
々
の
業
界
が
地
域
に
ど
う
貢
献

で
き
る
か
と
い
う
と
、
ト
ラ
ッ
ク
の

安
全
な
輸
送
、
安
全
な
運
転
が
一
番

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
茨
城
県
は
交

通
マ
ナ
ー
が
悪
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

事
故
の
な
い
安
全
な
輸
送
が
地
域
へ

の
貢
献
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　部
会
と
し
て
は
人
材
不
足
と
冒
頭

に
も
言
い
ま
し
た
が
、
工
業
高
校
生

を
中
心
に
職
場
体
験
と
い
う
形
で
業

界
を
体
験
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
企
業
、
い
ろ
い
ろ
な
業

界
の
若
い
方
に
興
味
を
も
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
や

っ
て
い
く
こ
と
で
、
業
界
の
人
材
確

保
も
出
来
、
街
の
活
性
化
に
繋
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
と

こ
ろ
を
来
年
度
も
、
も
う
少
し
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
建

設
業
部
会
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

建
設
業
部
会

　松
山 

恒
男 

氏

　雇
用
面
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
仕
事

に
魅
力
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
私

の
と
こ
ろ
で
は
週
休
2
日
制
の
徹
底

を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
高
年
齢
の

方
に
も
働
い
て
も
ら
う
た
め
に
、
定

年
は
65
歳
に
。
あ
と
は
建
設
小
町
と

い
う
か
、
女
性
の
手
も
借
り
て
い
き

た
い
。
施
工
管
理
者
と
か
ダ
ン
プ
の

ド
ラ
イ
バ
ー
と
か
建
設
機
械
と
か
建

設
小
町
は
現
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

女
性
に
は
も
う
少
し
入
っ
て
来
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　業
界
で
は
中
学
生
対
象
に
現
場
見

学
会
や
、
建
築
体
験
、
建
設
機
械
の

体
験
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
工
業

高
校
生
や
専
門
学
校
生
に
は
実
習
も

行
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
我
々
が

作
っ
た
も
の
は
50
年
後
、
1
0
0
年

後
に
地
図
に
残
る
仕
事
だ
と
、
体
験

を
通
し
て
若
い
人
に
夢
を
持
っ
て
も

ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
何
か
あ
っ
た
時
に
は
、
組

織
の
力
と
い
う
の
が
非
常
に
重
要
で

す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
し
っ
か
り
対

応
す
る
た
め
に
も
業
界
と
し
て
も
商

工
会
議
所
と
し
て
も
会
員
を
増
強
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
方
創
生
に

は
そ
れ
が
必
要
で
す
。
各
自
が
他
人

に
し
て
も
ら
う
の
を
期
待
す
る
の
で

は
な
く
、
自
分
が
他
人
の
た
め
に
何

が
で
き
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
、
繁

栄
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
商

工
会
議
所
に
入
る
こ
と
は
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
の
だ
し
、
一
歩
で
も
二
歩
で

も
自
社
が
良
く
な
る
よ
う
に
入
っ
て

も
ら
い
、
何
か
問
題
が
あ
れ
ば
早
く

伝
え
ら
れ
る
し
、
良
い
方
向
に
舵
を

切
れ
る
訳
で
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　事
業
を
す
る
に
し
て
も
、
要
望
活

動
を
行
う
に
し
て
も
組
織
力
と
い
う

の
は
非
常
に
重
要
だ
と
私
も
思
い
ま

す
。
商
工
会
議
所
を
一
つ
の
き
っ
か

け
に
し
て
各
会
員
も
交
流
出
来
れ
ば
、

色
々
な
情
報
交
換
も
出
来
る
し
、
も

し
何
か
あ
っ
た
時
に
は
助
け
て
も
ら

え
ま
す
。

　地
域
創
生
へ
の
今
後
の
展
望
な
ど

観
光
環
衛
業
部
会
や
金
融
財
務
業
部

会
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

観
光
環
衛
業
部
会

　佐
藤 

泰
博 

氏

　我
が
部
会
は
日
立
の
イ
ベ
ン
ト
等

の
支
援
、
協
力
は
継
続
し
て
や
っ
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
今
取
り
組
ん
で

い
る
の
は
、
日
立
市
内
の
飲
食
店
マ

ッ
プ
の
作
成
で
す
。
日
立
・
多
賀
・

大
み
か
地
区
の
飲
食
店
の
マ
ッ
プ
づ

く
り
を
や
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
の
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
、
飲
食

店
の
方
々
に
声
を
掛
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　ま
た
、
地
域
の
色
々
な
団
体
等
の

方
と
懇
談
す
る
場
を
設
け
勉
強
会
を

続
け
て
い
ま
す
。
と
に
か
く
何
か
や

ら
な
い
と
い
け
な
い
。
実
は
こ
の
部

会
は
若
い
2
代
目
が
多
い
の
で
、
そ

の
若
い
人
と
一
緒
に
な
っ
て
一
生
懸

命
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

金
融
財
務
業
部
会

　下
山
田 

和
司 

氏

　金
融
財
務
部
会
の
話
を
さ
せ
て
も

ら
え
れ
ば
、
企
業
継
続
の
支
援
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
融
資
制
度
の
説
明

会
は
当
部
会
の
大
き
な
役
割
で
、
そ

れ
は
創
業
支
援
と
い
う
意
味
合
い
も

あ
り
ま
す
。
商
工
会
議
所
の
会
員
数

が
激
減
傾
向
に
あ
る
中
で
、
夢
を
も

っ
て
起
業
す
る
若
者
に
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
の
お
手
伝
い
と
、
よ
ろ
ず
相
談
と

い
う
も
の
を
継
続
し
て
や
っ
て
い
き

た
い
。

　地
域
創
生
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
、

人
口
を
増
や
す
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

今
14
歳
の
女
の
子
が
ど
れ
だ
け
地
域

に
残
れ
る
か
と
い
う
の
が
大
き
な
鍵

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
仕

事
場
が
な
い
と
地
域
に
人
は
残
れ
ま

せ
ん
。
や
は
り
事
業
所
の
数
を
あ
る

程
度
継
続
さ
せ
て
、
当
部
会
が
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
ま
で
我
々
地
域
の
金
融
機
関
は
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
中
心
で
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
売
り
上
げ
に
寄
与
す
る
よ
う

な
活
動
を
加
え
な
が
ら
や
っ
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
地
方
創

生
の
考
え
方
に
も
合
致
す
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　例
え
ば
、
も
の
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
。
小
さ
な
町
工
場
に
は
技
術
力
が

あ
る
。
し
か
し
な
か
な
か
売
る
方
が

苦
手
と
い
う
よ
う
な
会
社
に
集
ま
っ

て
も
ら
っ
て
、
そ
こ
で
事
業
提
案
書

を
作
り
マ
ッ
チ
ン
グ
し
な
が
ら
売
上

げ
増
加
に
寄
与
す
る
。
そ
れ
も
銀
行

の
仕
事
な
の
で
す
。
当
部
会
に
は
色
々

な
形
態
の
金
融
機
関
が
集
ま
っ
て
い

る
の
で
、
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
何

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
れ
ば
良
い
の
か
、

常
に
考
え
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　そ
う
で
す
ね
。
地
域
の
中
で
目
立

っ
て
な
い
会
社
や
商
品
な
ど
を
外
に

発
信
す
る
機
会
な
ど
は
、
な
か
な
か

自
分
で
考
え
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。

文
化
産
業
部
会
で
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

文
化
産
業
部
会

　澤
入 

敏
雅 

氏

　地
域
創
生
と
い
う
こ
と
で
は
、
産

業
観
光
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
お
客
さ

ん
に
来
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。
日
立
と
い
う
と
海
と

山
と
な
り
ま
す
が
季
節
的
要
素
が
強

い
。
年
間
を
通
し
て
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
観
光
と
し
て
産
業
観
光
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
こ
を
表
に
出
す
こ
と

で
、
日
立
は
素
晴
ら
し
い
街
な
ん
だ

と
市
民
自
身
も
気
付
く
は
ず
で
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
黙
っ
て
い
て
も
地

域
創
生
、
活
性
化
に
繋
が
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　実
際
も
の
づ
く
り
も
観
光
が
徹
底

す
れ
ば
、
新
た
な
産
物
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
食
べ
物

ば
か
り
で
は
な
く
、
ジ
オ
パ
ー
ク
で

考
え
れ
ば
石
を
お
土
産
に
す
る
こ
と

も
で
き
る
の
で
す
。
そ
う
考
え
な
が

ら
、
も
の
づ
く
り
に
絡
め
る
産
業
観

光
に
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
で
新
た

な
道
も
開
け
る
と
思
い
ま
す
。

情
報
化
委
員
会

　清
水 

副
委
員
長

　私
も
産
業
観
光
に
は
賛
成
で
す
。

み
ん
な
で
同
じ
方
向
を
向
い
て
動
け

ば
、
日
立
で
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
新

し
い
何
か
が
出
来
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　日
立
市
が
こ
れ
か
ら
も
輝
か
し
い

活
力
あ
る
街
で
あ
る
た
め
に
、
地
域

創
生
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
商
工
会
議

所
も
新
し
い
発
想
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
各
部
会
が
同
じ
方
向
を
向
き
、

更
に
連
携
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

本
日
は
長
時
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

観光環衛業部会　佐藤 泰博 氏
ブルーバード学園　理事長

商業部会　佐藤 洋一郎 氏
株式会社みどり園　代表取締役

金融財務業部会　下山田 和司 氏
株式会社常陽銀行　執行役員日立支店長

建設業部会　松山 恒男 氏
多賀土木株式会社　代表取締役会長

工業部会　宮本 洋治 氏
久慈鉄工協同組合　代表理事

情報化委員会　清水 朋彦 副委員長
丸善電機工業株式会社　代表取締役

文化産業部会　澤入 敏雅 氏
株式会社ガードケアピース　代表取締役会長

情報化委員会　武田 太志 委員長
株式会社菓匠たけだ　代表取締役

◇座談会出席者　
　商業部会 佐藤洋一郎 氏
　工業部会 宮本　洋治 氏
　建設業部会 松山　恒男 氏
　金融財務業部会 下山田和司 氏
　観光環衛業部会 佐藤　泰博 氏
　交通運輸業部会 五位野　勝 氏
　文化産業部会 澤入　敏雅 氏
◇司会　
　情報化委員会 武田　太志 委員長
　情報化委員会 清水　朋彦 副委員長

「地域創生とこれからの商工会議所の役割」
テーマ

交通運輸業部会　五位野　勝 氏
株式会社日立物流東日本営業本部 日立営業部副部長
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司
会

　武
田 

委
員
長

　か
い
ぎ
し
ょ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
新
年
号
の

特
別
企
画
と
し
て
、
今
回
も
７
部
会

長
座
談
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
、

部
会
長
の
皆
さ
ま
に
は
お
忙
し
い
中

お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
回
は
地
域
創
生
を
テ
ー
マ
に
し

て
い
き
ま
す
。
特
に
地
方
の
人
口
減

と
い
う
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
る
中
、
日
立
市
と
し
て
も
10
年
後

14
万
人
を
切
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
い
う
予
測
の
も
と
に
、
日
立

市
の
地
域
力
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
商
工
会
議
所
が
ど
の
よ
う
な

役
割
を
し
て
い
く
の
か
、
業
界
で
ど

ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
け
る
の
か
。

こ
の
会
で
新
し
い
希
望
や
次
に
繋
が

る
お
話
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　ま
ず
は
１
年
を
振
り
か
え
っ
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　で
は
、
初
め
に
商
業
部
会
か
ら
お

願
い
し
ま
す
。

新年号企画：7部会長座談会新年号企画：7部会長座談会
　地方創生を推進する中で、商工会議所が果たすべき役割とはどのようなことがあ
るのか。地域社会に根差した商工会議所ならではの特色ある取り組みについて、当
所７部会（商業・工業・建設業・金融財務業・観光環衛業・交通運輸業・文化産業）
の代表者に登場していただきました。（この座談会は昨年12月に開催しました。）

商
業
部
会

　佐
藤 

洋
一
郎 

氏

　今
年
一
番
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
は
ご
存
知
の
ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
が
昨
年
に
続
い
て
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
前
年
よ
り
規
模

が
拡
大
さ
れ
、
プ
レ
ミ
ア
ム
分
も
20

％
。
売
れ
行
き
は
好
調
で
、
手
に
入

れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
声
も
聞
い

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
消
費
者
に
受

け
入
れ
ら
れ
た
政
策
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
一
方
で
、
商
業
者
と
し
て
の

受
け
止
め
方
は
若
干
違
う
と
こ
ろ
も

あ
り
、
プ
レ
ミ
ア
ム
の
２
割
分
が
売

り
増
し
に
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
実

感
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
政
策
は
消
費

者
支
援
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
産
業

活
性
化
の
支
援
事
業
と
し
て
は
ち
ょ

っ
と
課
題
を
残
す
結
果
に
な
っ
た
か

な
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
消
費
税
増
税

が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。
私
は
食

品
を
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
、
軽
減
税

率
で
加
工
食
品
は
ど
っ
ち
に
入
る
の

か
。
消
費
者
に
は
税
率
ア
ッ
プ
に
な

り
ま
す
の
で
、
駆
け
込
み
需
要
が
少

し
あ
る
と
し
て
も
、
消
費
減
退
は
避

け
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の

時
に
各
店
や
商
店
会
で
も
新
た
な
や

り
方
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
消
費
者
に

と
っ
て
は
非
常
に
良
い
政
策
で
し
た
。

た
だ
私
も
同
じ
商
業
者
と
し
て
同
じ

実
感
で
す
。
こ
れ
か
ら
世
の
中
が
ど

う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
を
見
極
め
て

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
ね
。工
業
部
会
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

工
業
部
会

　宮
本 

洋
治 

氏

　あ
く
ま
で
も
全
部
で
は
な
い
の
で

す
が
。
工
業
部
会
で
10
月
に
景
況
懇

談
会
を
開
催
し
、
そ
の
中
で
あ
っ
た

話
で
す
が
、
我
々
製
造
業
に
関
係
す

る
事
業
所
の
売
上
げ
で
、
良
い
と
こ

ろ
で
現
状
維
持
、
中
に
は
30
％
減
と

い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

情
報
化
委
員
会
で
実
施
し
て
い
る
景

況
調
査
で
も
、
全
国
的
に
見
て
も
こ

の
地
域
の
景
況
は
あ
ま
り
よ
く
な
い
。

そ
の
中
で
私
が
痺
れ
た
の
は「
中
国
経

済
の
行
方
」の
次
に「
リ
ス
ト
ラ
」と
い

う
言
葉
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
あ
る

こ
と
で
し
た
。
現
実
、
リ
ス
ト
ラ
と

か
帰
休
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
聞

い
て
い
ま
す
。
日
立
、
高
萩
、
北
茨

城
を
含
め
た
県
北
地
域
は
他
の
県
内

地
域
と
景
況
感
が
違
う
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
。
県
北
以
外
は
比
較
的
忙

し
い
よ
う
で
す
。

　こ
の
地
域
の
製
造
業
の
あ
り
方
を

そ
ろ
そ
ろ
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
工

業
部
会
で
も
、
こ
の
実
情
を
市
と
か

県
に
説
明
し
働
き
か
け
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　

　県
内
の
景
況
判
断
か
ら
も
、
県
北

地
域
の
製
造
業
は
厳
し
い
と
の
お
話

し
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
建
設

業
部
会
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
建
設
業
部
会

　松
山 

恒
男 

氏

　建
設
業
界
で
は
2
0
1
1
年
の
大

震
災
の
復
興
防
災
関
係
の
公
共
事
業

と
い
う
仕
事
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校
・

病
院
・
事
務
所
な
ど
の
耐
震
工
事
な

ど
は
一
段
落
し
ま
し
た
が
、
特
に
海

岸
の
津
波
対
策
工
事
は
こ
れ
ま
で
応

急
復
旧
で
し
た
か
ら
、
こ
の
仕
事
は

も
う
少
し
続
き
そ
う
で
す
。

　た
だ
、
業
界
全
体
は
あ
ま
り
よ
く

あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
の
耐
震
工
事
に

つ
き
ま
し
て
は
特
殊
な
工
法
で
す
。

特
許
も
絡
ん
で
価
格
も
高
い
し
予
算

が
合
わ
ず
、
み
ん
な
苦
労
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
価
格
が
合
わ
な
い
の

で
や
ら
な
い
と
い
う
事
業
所
も
結
構

あ
り
ま
し
た
。

　部
会
と
し
て
は
今
年
度
会
員
の
若

い
方
を
対
象
に
、
池
の
川
さ
く
ら
ア

リ
ー
ナ
建
設
の
現
場
見
学
会
を
し
ま

し
た
。
あ
の
よ
う
に
大
き
い
建
物
は

こ
の
辺
に
あ
り
ま
せ
ん
し
、
部
外
者

は
立
ち
入
れ
な
い
現
場
で
す
の
で
、

参
加
し
た
み
な
さ
ん
に
は
良
い
体
験

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
日

立
市
役
所
の
建
築
工
事
見
学
な
ど
、

若
い
方
や
女
性
も
参
加
出
来
る
事
業

を
実
施
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　次
の
時
代
を
担
う
人
材
を
育
て
る

こ
と
も
商
工
会
議
所
が
果
す
べ
き
重

要
な
役
割
で
す
ね
。
そ
れ
で
は
金
融

財
務
業
部
会
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

金
融
財
務
業
部
会

　下
山
田 

和
司 

氏

　我
々
地
域
の
金
融
機
関
の
中
で
は
、

日
立
市
の
人
口
を
増
や
そ
う
と
い
ろ

い
ろ
議
論
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
日
立
市
に
住
み
た
い
と
い
う
人

を
増
や
す
た
め
に
、
新
婚
・
子
育
て

世
帯
の
支
援
策
と
し
て
住
宅
ロ
ー
ン

の
金
利
を
一
律
に
下
げ
よ
う
と
最
優

先
に
議
論
し
て
き
ま
し
た
。。
加
え
て
、

リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
も
市

と
協
定
を
結
び
協
力
し
て
や
っ
て
行

く
方
針
で
あ
り
ま
す
。
特
徴
的
な
の

は
、
こ
れ
ま
で
は
古
く
な
っ
た
建
物

を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
綺
麗
に
し
て
住
む

と
い
う
の
が
主
流
で
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
処
分
す
る
た
め
、
あ
る
い
は

他
人
に
貸
す
た
め
の
リ
フ
ォ
ー
ム
と

い
う
こ
と
で
、
時
代
の
流
れ
に
よ
っ

て
色
々
な
形
態
が
出
て
き
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　部
会
と
し
て
は
、
企
業
の
創
業
者

が
あ
る
程
度
の
年
齢
に
な
り
、
次
の

世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
く
時

期
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

事
業
承
継
と
い
う
重
要
な
課
題
に
つ

い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
一
番
有
意
義
だ
っ
た
の
は

青
年
部
と
一
緒
に
で
き
た
こ
と
で
す
。

後
を
継
ぐ
若
い
息
子
さ
ん
と
オ
ー
ナ

ー
の
お
父
さ
ん
が
同
じ
時
間
の
中
で
、

お
金
の
話
と
今
ま
で
の
感
謝
の
気
持

ち
を
含
め
た
家
族
と
の
絆
の
話
と
い

う
２
部
構
成
で
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、

非
常
に
好
評
で
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ

ー
は
28
年
度
も
青
年
部
と
計
画
段
階

か
ら
協
力
し
て
実
施
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
、
事
業
継
承
の
他
に
多
い

の
は
M
＆
A
に
つ
い
て
で
す
。
会
社

を
大
き
く
し
て
き
た
が
、
後
継
者
が

い
な
い
。
し
か
し
廃
業
は
も
っ
た
い

な
い
。
そ
ん
な
時
に
良
い
縁
組
み
が

で
き
れ
ば
、
従
業
員
の
雇
用
は
続
け

ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

金
融
財
務
業
部
会
と
し
て
も
取
り
あ

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　昨
今
の
商
店
街
の
中
で
も
後
継
ぎ

が
い
な
い
と
い
う
の
が
問
題
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
他
人
で
あ
っ
て
も

う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
方
法
、
仕
組

み
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
観
光
環

衛
業
部
会
で
は
ど
う
で
す
か
。

観
光
環
衛
業
部
会

　佐
藤 

泰
博 

氏

　我
々
の
部
会
は
サ
ー
ビ
ス
業
の
集

ま
り
で
す
。
旅
館
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
、
美
容
室
や
飲
食
店
な
ど
で
す
が
、

特
に
厳
し
い
業
界
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
毎
月
部
会
の
議
員
が
集
ま

り
団
結
力
を
持
っ
て
、
こ
れ
ま
で
色
々

な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
厳
し
い
時
代
で
す
の
で
、

辞
め
て
い
く
方
も
増
え
て
い
る
。
そ

れ
が
現
実
で
す
の
で
、
我
々
事
業
者

と
商
工
会
議
所
、
行
政
、
関
係
団
体

が
同
じ
方
向
を
向
き
、
こ
れ
か
ら
ど

う
や
っ
て
活
性
化
さ
せ
て
い
く
か
を

考
え
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　こ
の
地
域
全
体
で
同
じ
方
向
を
向

い
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

そ
れ
で
は
交
通
運
輸
業
部
会
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

交
通
運
輸
業
部
会

　五
位
野

　勝 

氏

　当
部
会
は
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
、
自
動
車
整
備
業
な
ど
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
直
近
で
は
自
動

車
の
燃
料
価
格
が
非
常
に
下
が
っ
て

き
て
い
る
状
況
で
、
も
う
少
し
下
が

っ
て
く
る
と
業
界
と
し
て
は
非
常
に

助
か
る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
な
が
ら
そ
の
反
面
、
業
界

で
一
番
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
ド

ラ
イ
バ
ー
の
人
材
不
足
で
す
。
賃
金

が
な
か
な
か
上
が
ら
な
い
。
昔
で
言

う
3
K
の
業
界
で
あ
る
こ
と
と
、
さ

ら
に
免
許
の
制
度
で
4
t
車
が
乗
れ

な
い
者
。
若
者
の
自
動
車
離
れ
と
い

っ
た
と
こ
ろ
が
大
き
く
影
響
し
て
お

り
、
こ
れ
を
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　当
部
会
と
し
て
は
、
視
察
受
け
入

れ
等
社
会
貢
献
活
動
を
し
て
い
る
事

業
所
を
実
際
に
見
る
こ
と
に
よ
り
、

好
事
例
を
自
社
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
全
体
と
し
て
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
繋
が
る
よ
う
視
察
研
修
を
行

う
と
と
も
に
、
職
場
体
験
事
業
を
行

い
ま
し
た
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　建
設
業
と
同
じ
よ
う
に
人
材
の
確

保
が
大
変
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

少
子
化
と
い
う
中
で
、
業
界
の
未
来

を
背
負
う
人
材
の
育
成
と
い
う
の
も
、

商
工
会
議
所
で
取
組
む
必
要
が
あ
る

事
業
に
な
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

文
化
産
業
部
会
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

文
化
産
業
部
会

　澤
入 

敏
雅 

氏

　文
化
産
業
部
会
と
い
う
の
は
同
業

で
は
な
く
異
業
種
の
集
ま
り
の
部
会

で
す
。
で
す
の
で
、
部
会
員
間
の
情

報
交
換
を
中
心
に
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　業
界
と
し
て
の
状
況
は
、
そ
ろ
ば

ん
な
ど
塾
関
係
で
は
人
口
減
少
と
少

子
化
で
生
徒
が
減
っ
て
い
て
経
営
が

大
変
だ
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
私
の

よ
う
な
交
通
誘
導
の
警
備
会
社
で
す

と
、
こ
の
度
の
災
害
が
非
常
に
大
き

か
っ
た
の
で
、
復
興
と
い
う
仕
事
の

中
で
は
も
の
す
ご
く
忙
し
い
。
た
だ

忙
し
い
と
は
言
っ
て
も
、
建
設
業
同

様
に
価
格
が
合
わ
ず
、
忙
し
い
割
に

は
利
益
が
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
と

い
う
状
況
で
す
。

　不
動
産
業
で
は
、
そ
の
人
の
技
量

で
動
い
て
い
ま
す
か
ら
、
良
い
悪
い

の
差
が
も
の
す
ご
く
あ
る
よ
う
で
す
。

な
の
で
、
部
会
と
し
て
と
い
う
と
こ

ろ
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
、
同
じ

部
会
の
中
で
違
う
業
種
の
人
の
話
を

聞
き
な
が
ら
、
様
々
な
業
界
に
つ
い

て
勉
強
を
し
な
が
ら
情
報
交
換
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
１
年

を
振
り
か
え
っ
て
皆
さ
ん
か
ら
お
話

し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
こ
か
ら
は
地
域
創
生
や
地
域
活

性
化
に
つ
い
て
、
商
工
会
議
所
と
し

て
日
立
ら
し
さ
を
出
し
な
が
ら
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
出
来
る
の
か
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
け
ば
い

い
の
か
と
い
う
こ
と
を
語
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

商
業
部
会

　佐
藤 

洋
一
郎 

氏

　来
年
度
、
部
会
の
中
で
考
え
て
い

る
の
は
、
ま
だ
仮
称
で
す
が
立
商
塾

を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
、
今
ま
で
誰
も
や
ら
な
か
っ
た
こ

と
、
面
白
そ
う
な
こ
と
を
や
れ
な
い

だ
ろ
う
か
と
模
索
し
て
み
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。
地
方
な
ら
で
は
と
い

う
こ
と
に
も
繋
が
る
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
私
は
商
店
会
の
代
表
に

も
な
っ
て
運
営
を
し
て
い
ま
す
が
、

全
員
の
都
合
や
意
見
が
あ
り
、
最
初

は
面
白
い
活
動
で
も
角
が
と
れ
て
、

ま
る
っ
こ
い
、
ど
こ
で
も
や
る
よ
う

な
事
し
か
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
う
い
う
事
で
は
な
く
、
商
業
を
テ

ー
マ
に
地
域
に
根
差
し
た
面
白
い
取

組
み
を
模
索
し
な
が
ら
や
っ
て
い
け

る
組
織
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　物
を
作
る
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
、

場
所
作
り
な
ど
、
合
わ
せ
技
で
も
い

い
し
。
地
域
色
豊
か
に
し
て
面
白
い

も
の
を
や
っ
て
み
る
。
そ
の
上
で
、

も
し
あ
れ
ば
日
立
ら
し
さ
、
逆
に
な

け
れ
ば
日
立
ら
し
さ
を
そ
こ
か
ら
作

っ
て
い
け
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　商
工
会
議
所
と
し
て
も
、
今
ま
で

や
っ
て
き
た
事
業
で
い
い
の
か
、
継

続
も
大
切
で
す
が
、
場
合
よ
っ
て
は

事
業
の
見
直
し
や
、
変
わ
っ
た
こ
と

で
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
去
年
か
ら
変
化
と
い
う
キ

ー
ワ
ー
ド
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
れ
を
活
動
の
テ
ー
マ
に
や
っ

て
い
き
た
い
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　こ
こ
で
変
化
と
い
う
言
葉
が
出
ま

し
た
が
工
業
部
会
で
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

工
業
部
会

　宮
本 

洋
治 

氏

　確
か
に
従
来
の
製
造
業
の
ス
タ
イ

ル
で
は
成
り
立
た
な
い
状
況
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
人
口
が
減
れ
ば
当

然
な
が
ら
就
業
人
口
も
減
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
製

造
業
と
し
て
や
っ
て
い
け
る
か
ど
う

か
と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

で
も
こ
こ
で
我
々
事
業
者
が
頑
張
れ

ば
地
域
も
良
く
な
る
の
か
な
と
思
う

部
分
も
あ
り
ま
す
。
製
造
業
の
業
種

転
換
は
す
ぐ
に
い
か
な
い
が
、
従
来

型
の
下
請
け
の
仕
事
で
は
成
り
立
た

な
い
の
で
、
新
し
い
仕
事
を
見
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
下
請
け
型
で

な
く
自
立
し
た
形
で
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

な
企
業
を
目
指
す
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。　部

会
と
し
て
、「
こ
れ
だ
」と
い
う

こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
が
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
経
営
面
の
立
ち
位

置
を
早
く
明
確
に
み
え
る
よ
う
な
お

手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
い
う
気
持
ち

で
お
り
ま
す
。
具
体
的
に
何
が
良
い

か
と
い
う
と
難
し
い
で
す
が
、
皆
さ

ん
こ
の
ま
ま
で
は
成
り
立
た
な
い
こ

と
は
重
々
分
か
っ
て
い
る
の
で
、
従

来
型
の
事
業
の
脱
却
が
必
要
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
お
手

伝
い
を
し
て
い
く
こ
と
が
い
い
の
か

な
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
交
通
運

輸
業
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

交
通
運
輸
業
部
会

　五
位
野

　勝 

氏

　我
々
の
業
界
が
地
域
に
ど
う
貢
献

で
き
る
か
と
い
う
と
、
ト
ラ
ッ
ク
の

安
全
な
輸
送
、
安
全
な
運
転
が
一
番

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
茨
城
県
は
交

通
マ
ナ
ー
が
悪
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

事
故
の
な
い
安
全
な
輸
送
が
地
域
へ

の
貢
献
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　部
会
と
し
て
は
人
材
不
足
と
冒
頭

に
も
言
い
ま
し
た
が
、
工
業
高
校
生

を
中
心
に
職
場
体
験
と
い
う
形
で
業

界
を
体
験
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
企
業
、
い
ろ
い
ろ
な
業

界
の
若
い
方
に
興
味
を
も
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
や

っ
て
い
く
こ
と
で
、
業
界
の
人
材
確

保
も
出
来
、
街
の
活
性
化
に
繋
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
と

こ
ろ
を
来
年
度
も
、
も
う
少
し
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
建

設
業
部
会
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

建
設
業
部
会

　松
山 

恒
男 

氏

　雇
用
面
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
仕
事

に
魅
力
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
私

の
と
こ
ろ
で
は
週
休
2
日
制
の
徹
底

を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
高
年
齢
の

方
に
も
働
い
て
も
ら
う
た
め
に
、
定

年
は
65
歳
に
。
あ
と
は
建
設
小
町
と

い
う
か
、
女
性
の
手
も
借
り
て
い
き

た
い
。
施
工
管
理
者
と
か
ダ
ン
プ
の

ド
ラ
イ
バ
ー
と
か
建
設
機
械
と
か
建

設
小
町
は
現
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

女
性
に
は
も
う
少
し
入
っ
て
来
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　業
界
で
は
中
学
生
対
象
に
現
場
見

学
会
や
、
建
築
体
験
、
建
設
機
械
の

体
験
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
工
業

高
校
生
や
専
門
学
校
生
に
は
実
習
も

行
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
我
々
が

作
っ
た
も
の
は
50
年
後
、
1
0
0
年

後
に
地
図
に
残
る
仕
事
だ
と
、
体
験

を
通
し
て
若
い
人
に
夢
を
持
っ
て
も

ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
何
か
あ
っ
た
時
に
は
、
組

織
の
力
と
い
う
の
が
非
常
に
重
要
で

す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
し
っ
か
り
対

応
す
る
た
め
に
も
業
界
と
し
て
も
商

工
会
議
所
と
し
て
も
会
員
を
増
強
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
方
創
生
に

は
そ
れ
が
必
要
で
す
。
各
自
が
他
人

に
し
て
も
ら
う
の
を
期
待
す
る
の
で

は
な
く
、
自
分
が
他
人
の
た
め
に
何

が
で
き
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
、
繁

栄
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
商

工
会
議
所
に
入
る
こ
と
は
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
の
だ
し
、
一
歩
で
も
二
歩
で

も
自
社
が
良
く
な
る
よ
う
に
入
っ
て

も
ら
い
、
何
か
問
題
が
あ
れ
ば
早
く

伝
え
ら
れ
る
し
、
良
い
方
向
に
舵
を

切
れ
る
訳
で
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　事
業
を
す
る
に
し
て
も
、
要
望
活

動
を
行
う
に
し
て
も
組
織
力
と
い
う

の
は
非
常
に
重
要
だ
と
私
も
思
い
ま

す
。
商
工
会
議
所
を
一
つ
の
き
っ
か

け
に
し
て
各
会
員
も
交
流
出
来
れ
ば
、

色
々
な
情
報
交
換
も
出
来
る
し
、
も

し
何
か
あ
っ
た
時
に
は
助
け
て
も
ら

え
ま
す
。

　地
域
創
生
へ
の
今
後
の
展
望
な
ど

観
光
環
衛
業
部
会
や
金
融
財
務
業
部

会
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

観
光
環
衛
業
部
会

　佐
藤 

泰
博 

氏

　我
が
部
会
は
日
立
の
イ
ベ
ン
ト
等

の
支
援
、
協
力
は
継
続
し
て
や
っ
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
今
取
り
組
ん
で

い
る
の
は
、
日
立
市
内
の
飲
食
店
マ

ッ
プ
の
作
成
で
す
。
日
立
・
多
賀
・

大
み
か
地
区
の
飲
食
店
の
マ
ッ
プ
づ

く
り
を
や
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
の
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
、
飲
食

店
の
方
々
に
声
を
掛
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　ま
た
、
地
域
の
色
々
な
団
体
等
の

方
と
懇
談
す
る
場
を
設
け
勉
強
会
を

続
け
て
い
ま
す
。
と
に
か
く
何
か
や

ら
な
い
と
い
け
な
い
。
実
は
こ
の
部

会
は
若
い
2
代
目
が
多
い
の
で
、
そ

の
若
い
人
と
一
緒
に
な
っ
て
一
生
懸

命
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

金
融
財
務
業
部
会

　下
山
田 

和
司 

氏

　金
融
財
務
部
会
の
話
を
さ
せ
て
も

ら
え
れ
ば
、
企
業
継
続
の
支
援
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
融
資
制
度
の
説
明

会
は
当
部
会
の
大
き
な
役
割
で
、
そ

れ
は
創
業
支
援
と
い
う
意
味
合
い
も

あ
り
ま
す
。
商
工
会
議
所
の
会
員
数

が
激
減
傾
向
に
あ
る
中
で
、
夢
を
も

っ
て
起
業
す
る
若
者
に
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
の
お
手
伝
い
と
、
よ
ろ
ず
相
談
と

い
う
も
の
を
継
続
し
て
や
っ
て
い
き

た
い
。

　地
域
創
生
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
、

人
口
を
増
や
す
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

今
14
歳
の
女
の
子
が
ど
れ
だ
け
地
域

に
残
れ
る
か
と
い
う
の
が
大
き
な
鍵

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
仕

事
場
が
な
い
と
地
域
に
人
は
残
れ
ま

せ
ん
。
や
は
り
事
業
所
の
数
を
あ
る

程
度
継
続
さ
せ
て
、
当
部
会
が
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
ま
で
我
々
地
域
の
金
融
機
関
は
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
中
心
で
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
売
り
上
げ
に
寄
与
す
る
よ
う

な
活
動
を
加
え
な
が
ら
や
っ
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
地
方
創

生
の
考
え
方
に
も
合
致
す
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　例
え
ば
、
も
の
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
。
小
さ
な
町
工
場
に
は
技
術
力
が

あ
る
。
し
か
し
な
か
な
か
売
る
方
が

苦
手
と
い
う
よ
う
な
会
社
に
集
ま
っ

て
も
ら
っ
て
、
そ
こ
で
事
業
提
案
書

を
作
り
マ
ッ
チ
ン
グ
し
な
が
ら
売
上

げ
増
加
に
寄
与
す
る
。
そ
れ
も
銀
行

の
仕
事
な
の
で
す
。
当
部
会
に
は
色
々

な
形
態
の
金
融
機
関
が
集
ま
っ
て
い

る
の
で
、
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
何

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
れ
ば
良
い
の
か
、

常
に
考
え
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　そ
う
で
す
ね
。
地
域
の
中
で
目
立

っ
て
な
い
会
社
や
商
品
な
ど
を
外
に

発
信
す
る
機
会
な
ど
は
、
な
か
な
か

自
分
で
考
え
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。

文
化
産
業
部
会
で
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

文
化
産
業
部
会

　澤
入 

敏
雅 

氏

　地
域
創
生
と
い
う
こ
と
で
は
、
産

業
観
光
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
お
客
さ

ん
に
来
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。
日
立
と
い
う
と
海
と

山
と
な
り
ま
す
が
季
節
的
要
素
が
強

い
。
年
間
を
通
し
て
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
観
光
と
し
て
産
業
観
光
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
こ
を
表
に
出
す
こ
と

で
、
日
立
は
素
晴
ら
し
い
街
な
ん
だ

と
市
民
自
身
も
気
付
く
は
ず
で
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
黙
っ
て
い
て
も
地

域
創
生
、
活
性
化
に
繋
が
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　実
際
も
の
づ
く
り
も
観
光
が
徹
底

す
れ
ば
、
新
た
な
産
物
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
食
べ
物

ば
か
り
で
は
な
く
、
ジ
オ
パ
ー
ク
で

考
え
れ
ば
石
を
お
土
産
に
す
る
こ
と

も
で
き
る
の
で
す
。
そ
う
考
え
な
が

ら
、
も
の
づ
く
り
に
絡
め
る
産
業
観

光
に
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
で
新
た

な
道
も
開
け
る
と
思
い
ま
す
。

情
報
化
委
員
会

　清
水 

副
委
員
長

　私
も
産
業
観
光
に
は
賛
成
で
す
。

み
ん
な
で
同
じ
方
向
を
向
い
て
動
け

ば
、
日
立
で
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
新

し
い
何
か
が
出
来
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

司
会

　武
田 

委
員
長

　日
立
市
が
こ
れ
か
ら
も
輝
か
し
い

活
力
あ
る
街
で
あ
る
た
め
に
、
地
域

創
生
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
商
工
会
議

所
も
新
し
い
発
想
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
各
部
会
が
同
じ
方
向
を
向
き
、

更
に
連
携
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

本
日
は
長
時
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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